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 石 山 勝 巳 
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◎ 委 員 会 日 程 

 

令和３年３月１２日（金） 午前９時開議 

 

 委員会日程第３号 

   日程第１   付託案件の審査、採決 

     議第１１号  令和３年度河北町一般会計予算について 

     議第１２号  令和３年度河北町国民健康保険特別会計予算について 

     議第１３号  令和３年度河北町西里財産区特別会計予算について 

     議第１４号  令和３年度河北町農業集落排水事業特別会計予算について 

     議第１５号  令和３年度河北町公共下水道事業特別会計予算について 

     議第１６号  令和３年度河北町介護保険特別会計予算について 

     議第１７号  令和３年度河北町後期高齢者医療特別会計予算について  

     議第１８号  令和３年度河北町水道事業会計予算について 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第３号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○東海林委員長 おはようございます。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は12名であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の

会議を開きます。 

   本日の委員会日程はお手元に配付のとおり

であります。 

○東海林委員長 日程第１、付託案件の審査、採

決を行います。 

   議第11号令和３年度河北町一般会計予算に

ついての質疑を続けます。 

   委員長から申し上げます。 

   予算審査特別委員会でありますので、一般

質問に類するような発言は避けてくださるよ

うお願いします。 

   質疑の際は、最初にページ、款、項、目、

節を、さらに質疑の内容を簡潔明瞭にお願い

します。答弁する側も簡潔明瞭に答弁をお願

いします。 

   それでは、引き続き５款から８款までの質

疑を行います。 

   最初に、「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 おはようございます。 

   最初は89ページ、地域商社に対する2,000

万円の件からお伺いします。 

   地域商社ができて、河北町のいろいろな特

産、商工も皆わたるわけでありますが、それ

を全国、国はもとより海外にも広めて、河北

町が大きく飛躍する基になってほしいという

願いがあるわけでありますが、まずはこの地

域商社という組織の性格、つまり民間と見て

いいのか、町100％出資している振興公社か

ら100万円という出資を受けているわけであ

りますので、株を買っているわけであります

ので、町との関わりが今後どのようにずっと

続いていくのかが、いいときはいいんであり
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ますが、全国的に見ますと地域商社がうまく

いってなかったというところも数多く例とし

て挙げられるわけでありますが、この地域商

社と町がどのように関わっていくのか、つま

りいいときはいいんですが、悪くなってしま

ったら、もしも最悪の状態になったときに町

が責任を負わなきゃならないことが出てくる

のか、振興公社が責任を負わなきゃならない

ことが出てくるのかということも含めて、ま

ずこの地域商社の性格、民間という捉え方で

いいのか、それをまずお尋ねすると同時に、

最悪の場合の町の責任というか、町に何か来

るのか来ないのかということを含めてまず第

１点お伺いします。７款商工費です。 

   同じく89ページから91ページにかけてのふ

るさと納税についてお伺いします。 

   先般来の質疑の中で、16億円ぐらいあった

のが10億円ぐらいに下げ止まりになっている

ような説明を受けました。なぜそうやって下

がってくるのかなと。以前は国からの「返礼

品に対して30％に抑えろ」ということから下

がってきたみたいな話もあったんであります

が、伸びているところは伸びております。な

ぜこのように下がってくるんだろうと。下が

ってくる原因があるものが、今回のように民

間のノウハウを持っているところにこういう

形で２億円幾らでやればそういうものが解消

されていくのか。プラスになっていくことを

望みたいというお答えでありますが、もっと

積極的に、増える、ふるさと納税がプラスに

なっていくように持っていかなければならな

いんじゃないかなと思うんですが、そこにつ

いての考え方をお聞きします。 

   次に、同じく商工観光費の中で、何人かか

ら紅花資料館の館長ということでの質疑があ

ったわけでありますが、課長の答弁の中で分

かっているのは年間90万円、しかも非常勤。

私も含め多くの議員が「紅花資料館に顔がな

い」と、「顔が必要じゃないか」という質疑

を今まで大分繰り返してきたことがあって、

館長の必要性を訴えたわけであります。館長

を置いてくださるということなので、非常に

期待したいんですが、私も含めてそうだと思

うんですが、館長というのはその館の最高責

任者で、紅花資料館の顔になる人というイメ

ージなんですが、年間90万円で、非常勤で本

当に紅花資料館の顔にそんな形でなれるんで

しょうか。何か私が期待した館長とちょっと

イメージが違うかなと、もっと紅花資料館全

体の責任者で、そこに骨を埋めるぐらいの気

持ちがあって、そこに一生懸命頑張ってくれ

る人が館長になっていくのかなと思ったら非

常勤ということですので、どうもイメージが

違うような気がするんでありますが、それに

ついての説明、以上３点お願いいたします。 

○東海林委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 おはようございます。 

   89ページの地域商社の件でございますけれ

ども、地域商社につきましては民間と捉えて

おります。 

   また、町の責任ということでございますが、

こちらは株式会社になっておりまして、直接

町からの出資はないということですので、も

し地域商社に何らかの形があった場合にも町

としては責任がないと考えておりますが、産

業の発展を目指した会社ですので、町としま

しては地域商社と両輪となって、特に１次産

業の発展には協力し合いながら事業を進めて

いきたいと考えているところでございます。 

   ２番目のふるさと納税でございますけれど

も、こちらにつきましては昨年度の寄附額が

下がったわけですけれども、こちらにつきま

しては一つの要因としまして、法改正により

まして、寄附額の３割以内で返礼品を出さな

ければいけないということがありました。確

かに佐藤委員がおっしゃいますようにそれで
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もほかの市町村では伸びているところもあり

ますので、うちのほうでなかなかうまくその

体制に乗ることができなかったなということ

で反省をしているところでございます。 

   今年度につきましては、現在予算上は11億

8,000万円ということで、それを超える金額

の寄附を頂いているという状況でございます。

今後ともたくさんの寄附が頂けるように努力

したいと思いますけれども、令和３年度につ

きましてはその業務内容を専門的な知識のあ

る業者に委託させていただくという方向で進

めようと計画しております。 

   全国的に上位を占めている市町村において

はほとんどがそういった専門の業者に委託を

しているようです。河北町としましても、業

者からいろいろお聞きしますとまだまだ河北

町についても伸び代があるという意見もいた

だいておりますので、ぜひ寄附額を伸ばして

河北町のＰＲに励んでいきたいと考えており

ます。 

   最後に、紅花資料館の館長の件でございま

すけれども、顔となる人ということで、人選

を今しているところでございますけれども、

なかなか顔となるような人で常勤していただ

けるような方がいないということもありまし

て、外側に紅花資料館をＰＲしていくとなる

とやはりある程度顔となるような方に館長に

なっていただくということもありまして、常

勤ではなくて非常勤という形で、今仕事を抱

えながらでも河北町のために、紅花資料館の

ためにしていただけるような方ということで

今探しているところでございます。 

   実際に館長の任務ということになりますけ

れども、そちらにつきましては、通常の紅花

資料館の案内となりますとボランティアガイ

ドの方々がいらっしゃいますので、そちらの

方が対応できると。また、区別するわけでは

ないんですけれども、ＶＩＰの方がいらした

ときには当然館長からも含めて説明をしてい

ただくということになるかと思います。 

   また、展示等に関しましては、展示企画等

に関しましては、今回学芸員を予定しており

ますので、そちらを中心としてやっていきた

いと考えているところでございます。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 地域商社の件についてでありますが、

町にはどんなことがあっても及ばないと、そ

ういうことがですね、それはそれでいいと思

うんですが。 

   町が100％出資している振興公社が100万円

の出資をしているわけですね、それをまた株

を買っているわけです。町の第三セクターと

いうのは、財政４指標にもちゃんと数字的に

出てくるわけでありますが、そこにはそうい

う何かあったときには出てくるんでしょうか。

出資した100万円だけで済むんでしょうか、

それともその組織が負債を抱えた場合は負債

を振興公社も背負わなければならなくなるん

でしょうか、それについてお尋ねします。 

   それから、ふるさと納税についてでありま

すが、返礼品が３割になったということが原

因で減っていったと、前からそういうふうに

町としては捉えてお答えになっているようで

すが、私はそうじゃないんじゃないかなと。

つまり河北町からの返礼品の粗悪品が、粗悪

品という言い方は失礼かな、納税する方の期

待に応えられなかったものが届いたというこ

とで減っていくというのがあるんじゃないか

なと思うんです。 

   ここでちょっと読み上げさせてもらいます

が、河北町に届いたべにばなメールの中にこ

ういうのがあります。 

   「私は、天童市にふるさと納税をして返礼

品として佐藤錦のサクランボを頂いておりま

したが、今回は河北町様にさせていただきま

したが、天童市の毎年頂いていたものと比べ
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物にならない品物でした。返してくれとか交

換してくれとは言わないですが、毎年天童市

からもらうと実家に持っていって母にもそれ

を分けてあげているんですが、今年の河北町

の物を持っていったら母も同じような印象だ

ったらしく、河北町に言ったほうがいいよと

言われたためにメールをさせていただきまし

た。どうこうしてほしいは言いません。ただ、

随分前に申し込んで、年に一度の楽しみと思

っていたのにちょっと残念でした」と、こう

いうべにばなメールが河北町に届いている、

もちろん課長も読んで、町当局も皆読んでい

らっしゃるでしょうけれども、要するにこう

いうことが原因だと私は思うんです、下がっ

てきたのは。 

   昨年、河北町の友好都市の子供さん方にサ

クランボを送ったときも、この議会でありま

したよね、物がよくないのがいっぱい行った

んじゃないかという指摘がありました。 

   要するに、さくらんぼ部会にお願いしてい

るんだと思うんですが、実際どういうものが

送られているのか本当に見て、これでいいと

いうことになっているのかどうか、頼みっ放

しになっているのかどうか。当然、こういう

ことを言っちゃ悪いかと思うんですが、農家

としては自分の取引先もあるもんですから、

そこには毎年もらわなきゃなんないですが、

やはり優先になってしまうような気がします。

そうすると、その品物よりちょっと落ちるも

のが行ってしまう、それがそういう結果を招

く。 

   このべにばなメール、わざわざくれた人は

いいんですが、くれないで、「あといいは、

あそこは」という方もたくさんいたんじゃな

いかなと思うんです、逆に。そういうことが

減っていく原因になっていくんじゃないかと

思うんですが。 

   天童市が出ていたので、天童市にちょっと

聞きに行ったんですが、天童市では農家の方

から選別しているそうです、ここの方だった

ら大丈夫だ、ここは大丈夫と。そこに市のパ

ックを持っていって、届けてほしいと頼んで、

それがまた一堂に集められてチェックをして

それから送ると。それは市に全部集めるわけ

じゃないんですが、別なところでやるそうで

すが、そして再チェックしてから送ると、だ

からいいものが届くと。そこの点の違いじゃ

ないかなと思うんです。 

   寒河江市のも新聞に出ておりました。寒河

江市でも、米、サクランボを送っている。ふ

るさと納税44億円です。それについては返礼

品の選定委員会を開いていると。選定委員会

を開いて厳しくチェックしていると。それか

ら10億円もプラスになったと。そういうこと

をやって厳しくチェックして物を送るように

してから10億円伸びたというのが新聞に出て

いました。そこの点が私は大きいんじゃない

かなと。 

   今回期待したい、民間のそういうところに

お願いすればそういうことが解消されて、本

当にいいものだけが、納税者が満足できるよ

うなものがちゃんと送れる体制になるのかど

うか、そこが一番心配、これまでのことはま

たいいとしてね。令和３年、そういう厳しい

チェックの下に、納税者に喜ばれる品物がち

ゃんと送られるようになるのかというのが一

番のポイントだと思うんですが、その点につ

いていかがでしょうか。 

   それから、紅花資料館の館長も雇う、学芸

員の方も雇うんだったら、学芸員の方が館長

になって紅花資料館の分も展示品のことも全

てを含めて館長が総責任者としてそこを、紅

花資料館の運営をしてくれるというのが何か

私は一番いいんじゃないかと思うんですが、

わざわざ２人を雇って、少ないか多いかはち

ょっと、90万円が多いか少ないかという判断



 

- 260 - 

は私がするべきじゃないと思うんですが、非

常勤の館長というのだったら、私は１人にし

て、その学芸員の人が館長をやって、全ての

責任をその人が、紅花資料館についての総責

任者という形が一番ベターなんじゃないかな

と私は思うんですが、その点についていかが

でしょうか。 

○東海林委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 ふるさと納税の返礼品につ

いてでございますけれども、サクランボに限

らず、果物に関しましては、米も含めてなん

ですけれども、これらはどこの市町村も聞く

話によりますとやはり多かれ少なかれそうい

ったトラブルは発生しているようでございま

す。ただ、そういったトラブルを少なくする

ために、私どもとしましても注意を払いなが

ら発送させていただいているつもりでござい

ますけれども、どうしても、そういった生も

のを発送する場合はあらかじめいついつ届き

ますよというメールもさせていただいている

ところでございます。ただ、相手様の都合に

よりまして、その日不在だったということな

どがありまして、二、三日後に届いてしまう

という場合もあるようです。そういった場合

の腐れ等も実際にあります。そういったもの

につきましては、基本的には電話をいただい

た方につきましては内容を確認しまして、そ

れを作っている方まで内容を下ろしまして、

きちっと今後注意するようにということも話

した中で、改めて代替の品を送らせてもらっ

ているところでございます。 

   さくらんぼ部会につきましても、毎年、部

会の集まりのときに、私も含めて職員がその

会議の席にお邪魔しまして、ふるさと納税の

話をさせてもらっております。部会としまし

ても、これが河北町の顔になりますので、例

えば秀のものであっても特秀ぐらいのレベル

のものを送ることによってまたリピーターが

来るんだよという意識の中で行ってもらって

いるというつもりでおります。ただ、やはり

どうしても生ものですので、声が届いた方に

つきましては真摯に対応させてもらっている

ところでございます。今後も気をつけながら

そういった返礼品を送らせていただきたいと

思っております。 

   紅花資料館の館長の件でございますけれど

も、当然、佐藤委員がおっしゃいますように

館長かつ学芸員という方がいらっしゃればそ

れにこしたことはないんですけれども、なか

なかそういった方は近隣にいないと考えてお

ります。今、学芸員に求めているものは、仕

事の量的にも年配の方にお願いするにはちょ

っと厳しいぐらいの量を考えております。将

来的にはそういった学芸員の方が成長なさっ

て館長となるのが理想なのかなと今は考えて

いるところでございます。 

   地域商社につきましては、出資金を100万

円しております。そのほかは取締役という

方々の責任ということで考えております。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 地域商社については、出資はしてい

るけれども、取締役というか、その組織で責

任を持つということで、振興公社に及ばない

と。出資した金額ぐらいは駄目だかもしれな

いけれども、その後ないという理解でいいの

かな、それだったらちょっと安心して、前に

だけ向くように頑張ってほしいと思います。 

   それから、ふるさと納税に対しては、確か

に生もので、なかなか大変だと思うんですけ

れども、ただ課長がそこに行ってそうやって

町のふるさと納税に対する思いと納税してく

ださる人への感謝の気持ちを込めてそういう

ものをしっかり喜ばれるものを送ってほしい

ということでのお話をしていることはもちろ

ん分かりますが、どこまで浸透して、やって

くださるのかということが、今までのことは
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そうだったと。 

   とにかく、ここを民間の方に今度お願いし

て、その人なりの我々にないノウハウがある

んでしょうから、ぜひそれを最大限に生かし

ていただいて、ふるさと納税がどんどんと増

えていくと、また元の16億円あるいはそれを

上回るふるさと納税になることを期待したい

と思います。 

   それから、紅花資料館の館長については、

どうも自分自身が、友好都市である藍住町に

行って藍の館に行くとそこにしっかりした館

長がいらっしゃって、そのイメージが強いも

んだから、どうしても館長というのはそこの

施設の顔というものを期待してしまうんです

が、急々でなかなかそれに該当できる人もな

かなか探せないという中で、今、学芸員を育

てようと、そういう人が将来館長になってく

れればというお話もありましたので、やっと

館長の必要性を町としても認めてけだし、置

こうとしたということは、私は一歩進んだと

思います、100％でなくてもね。館長の必要

性と、今後館長が顔になっていただいて、紅

花資料館が、すぐとはいかなくとも、２年３

年後あたりにどんどんどんどんと入館者が増

えて、いろいろな場面でピックアップされる

ことを期待しておりますので、しっかり頑張

ってほしいと思います。 

   以上で質疑を終わります。 

○東海林委員長 以上で、12番佐藤修二委員の質

疑を終わります。 

   次に、「６番槙正義委員」 

○槙委員 私からは２点質疑させていただきます。 

   最初に、84、85ページ、６款１項９目、６

次産業推進費のうちの農商工連携産地づくり

推進業務委託料980万円ですか、総務産業の

ときの予算状況説明では、イタリア野菜を中

心にした香港の市場調査の委託料との説明を

いただきましたが、もう少し、どのような調

査内容か、あるいは現地に行って、委託する

商工会、そして商工会の人たちが行って現地

で調査をするのか、あるいは現地の委託先で

調査をするのか。あるいは、イタリア野菜を

中心と言っているんですが、イタリア野菜に

特化して費用対効果としてどのような期待が

あるのか。むしろ私は、同僚議員なんかも心

配していますけれども、６次産業というのは

農業関係者を、農産物、そして付加価値をつ

けて農業を中心にした６次産業、どうも本町

は商工関係が前面に出た６次産業ということ

で、やや６次産業の趣旨に沿った推進をすべ

きではないかという意見もあるし、私もそう

思います。したがって、河北町産の農産物で

ある米とかサクランボ、枝豆などのセールス

ということも力を入れていけば海外の輸出等

も含めていいのではないかということで、ど

のような調査内容か、あるいは市場調査、委

託先、費用対効果などについて、いつ頃から

やるのかということについて、もう少し詳し

くお伺いをしたいと思います。 

   あともう１点は、86、87ページの６款２項

１目林業振興費の中で、金額的には少ないん

ですが、12節委託料として河北町緑の少年団

育成事業補助金４万7,000円ほど計上されて

いますが、河北町の中で緑の少年団というの

は案外動きが見えないし、どんな組織状態に

なって、団員というのはどんな状況で、ここ

の育成事業補助金を使ってどういう事業をや

ろうとしているのかお伺いをさせていただき

たいと思います。 

○東海林委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 84ペ

ージ、85ページ、６次産業推進費の農商工連

携産地づくり推進事業業務委託についてであ

りますけれども、この事業につきましては、

グローバル産地づくり推進事業ということで

３年目を迎える事業になってございます。令
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和２年度につきましては、２年目ということ

でありましたけれども、コロナ禍の中でなか

なか事業が展開が進まなかったというところ

で、令和２年につきましてはこちらからサン

プル商品などを送りまして、現地法人で市場

調査をしてもらったということで、令和２年

はなかなか活動ができなかったということが

ありました。 

   それがあるわけでありますけれども、令和

３年度は香港などを中心にしましてイタリア

野菜のニーズ調査の実施を、３年目というこ

ともあるわけでありますけれども、さらなる

販売拡大と販売戦略について取り組んでいき

たいと考えてございます。３年目ということ

で、この採択が３年間ということでありまし

たので最終年になるわけでありますけれども、

イタリア野菜を中心にしてそれを足がかりに

いろいろなものに拡大していくという目的が

ございましたけれども、令和２年はなかなか

事業展開が進まなかったということもありま

して、令和３年度はもう一回戦略というか、

考え方を再整理しながらになるわけでありま

すけれども、さらなる販売戦略について取り

組んでいきたいと考えてございます。 

   この事業につきましては、河北町商工会が

委託先ということで、連携をしながら取り組

んでいくわけでありますけれども、令和３年

度につきましては職員と商工会職員、あとイ

タリア野菜研究会の方々で現地に行って戦略

的に市場調査をやっていきたいと考えている

ところでございます。以上であります。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 86、87ページの６款２項１

目の河北町緑の少年団育成事業補助金につい

てでありますけれども、今現在は谷地西部小

学校でベニバナ栽培からベニバナ摘み等を行

いまして、紅染の体験等まで実施するような

内容で活動を行っております。 

   団員につきましては、令和２年度の数字が

手元にございませんが、令和元年度は25名と

なっております。 

○東海林委員長 「６番槙正義委員」 

○槙委員 それで、イタリア野菜に特化したとい

うことで、その後、本町産の様々な農産物な

ども視野に入れてということで説明があった

と思いますが、イタリア野菜に特化して調査

をするということで、980万円ほど費用かか

るわけですが、調査の一つの目標というもの

については何か具体的なイメージは持ってい

るんでしょうか。市場調査をやったりいろい

ろ現地法人とこちらから行った職員と研究会

の皆さんが調査をするということで、一定の

まとめをするんでしょうけれども、その辺の

イメージがもう少し湧くように説明をいただ

きたいし、そうしますと前に森谷町長がトッ

プセールスで行かれたというようなことは今

回は考えているのか、考えていないのか、そ

の辺もお聞きをしたいと思います。 

   私、先ほど言った米とかサクランボとか枝

豆とかそのほかいろいろあると思うんですけ

れども、そういったものの海外へのシェアと

いうのは、産地づくり推進業務委託の中に少

し入れて頑張っていくようなことはできない

のかどうかということをもう一度お聞きした

いと思います。 

   あと緑の少年団ということで、前にも西部

小学校でやっていらっしゃるということです

が、これは学校教育との関わりではなくて、

地域での活動ということで、森林体験とか生

き物調査とか巣箱設置とか環境学習などで、

地域のリーダーあるいは先生が、地域の人た

ちが中心になって環境学習体験をするという

ことで、各学校に緑の少年団をつくるという

ようなことの町の考えとか、あるいは学校教

育の視点から見てこれをどうするかという教

育委員会としての考えみたいなのはあるんで
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しょうか。どういう関わりを持つべきなのか

ということで、教育長にお尋ねしておきたい

と思います。 

   緑の少年団というのは、林野庁所管の国土

緑化推進機構ということで、一つ学校教育と

はまた見解のある問題かなと思いますけれど

も、生涯学習課長が言ったような活動をして

いるとしても学校の関わりというのが出てく

ると思うんですけれども、西部小学校だけや

っているということで、私は例えば西里小学

校だってそういう西部小学校の先進地を学ん

でやっていいのではないかという感じもする

んですけれども、そういう視点がないとまた

同じような予算と育成事業補助金ということ

になってくると。 

   ほかの市町村がすごく活発にやっておられ

る市町村も正直あるわけですから、先進地の

状況なども生涯学習課あるいは教育委員会と

も連携して少し学ぶ必要があるのではないか

と思いますけれども、その辺、教育長にお尋

ねをしてみたいと思います。 

○東海林委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 85ペ

ージの６次産業推進費に係るグローバル産地

づくり事業推進でありますけれども、結果と

しては、確実にイタリア野菜を中心とした提

携先といいますか、販売先を見つけるという

ことが必要なのかなと思っております。 

   令和元年度に町長にもトップセールスとい

うことを含めて同行調査をしてもらったわけ

でありますけれども、その中で香港は確実に

イタリア野菜の輸出先ということで、確実に

大丈夫だということで確認をしていただいた

と思っております。 

   令和２年度はなかなか活動ができなかった

わけでありますけれども、令和３年度は香港

でさらに販売戦略を練っていきたいというこ

とで、その販売として新鮮な野菜を届けると

いうことで、本場のイタリアからも野菜が輸

出されているようでありますけれども、こち

らは新鮮な野菜を届けたいということで、空

輸を行っているというところで、その利点を

生かしながら販路の確実な提携先を探してい

きたいということを基本目標にしているとこ

ろであります。 

   令和３年度には、香港を中心としますけれ

ども、タイなどほかの国についてもまた販路

を拡大していければということで現在考えて

いるところでございます。令和３年度につい

ては、町職員、商工会、イタリア野菜研究会

と連携をしながら令和３年度の活動を行って

いきたいということで考えているところでご

ざいます。 

○東海林委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 槙委員からご指摘あった緑の少年

団の活動を他校にもというご意見についてお

答えいたします。 

   以前、槙委員からも、西里小学校に財産区

があるということで緑の少年団の活動を広げ

たらどうかというご意見をいただきました。

私、その意見を受けまして、両校の校長先生

にこういう話もあるんだよということでご提

案申し上げた経緯があります。 

   最初、緑の少年団の活動に対して募ったと

ころ、山手に近い西部小学校が手を挙げたと

いう経緯があって、ずっとそういった活動を

積み重ねてきている伝統があるということで、

西部小学校にこのまま継続してお願いすると

いう経緯だったわけです。 

   最近の学校教育におきましては、ご存じの

ように環境教育が盛んになってきています。

ＳＤＧｓの持続可能な教育の中でも大いに環

境が取り上げられている実態があります。緑

の少年団に限らず、各学校でそういった題材

を取り上げた教育が盛んに行われているとい

うことで、それぞれ独自性を持った取組に任
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せているところであります。 

○東海林委員長 「６番槙正義委員」 

○槙委員 農商工連携のイタリア野菜の香港での

市場調査については、ぜひイタリア野菜を中

心にした販売先を香港の中で確実に販売先を

確定できるような市場調査あるいは販売先に

ついて実のある調査になるように、ぜひ頑張

っていただくように、所管からあるいは町か

らも激励をしていただきたいと思います。 

   緑の少年団については、なかなかいろいろ

と育成するには大変だと思いますけれども、

特に私も西里小学校がどうだということでは

ありませんけれども、本町に今度新庁舎が出

るわけですけれども、そこに西里財産区の杉

等を伐採して、ふんだんに木材をこの庁舎に

使っていただくということで、先人たちの課

題とか、あるいは非常にあそこの伐採した木

が、越戸地区というところにまだまだ間伐し

た痕がたくさんあるので、ちょうど散策した

り、それからこの山は先人たちが非常に生活

の糧としていろいろな闘争があったというこ

とで、碑があそこにあるわけですよね。そう

いうことなどを学習したりあるいは見て体験

をするということも私は一つのいい環境づく

りになるのではないかと思いますので、一気

にということではなくて、教育長が言ったよ

うにＳＤＧｓの問題もありますので、そうい

う方向で河北町緑の少年団の育成事業補助金

の活用なども十分行ってほしいと思います。 

   増川課長にお聞きしますけれども、あるい

は生涯学習課長になるんでしょうか、どうい

う事業をやって、紅花染体験というお話です

が、そういうことに特化した活動ということ

でいいでしょうか。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 今はそういった活動が中心

になっているとお聞きしております。 

○東海林委員長 「６番槙正義委員」 

○槙委員 そうしますと、特化した事業をやって

いるということでお聞きしているという生涯

学習課長ですけれども、どんな人たちがどう

いう事業内容でやっているかというところま

では生涯学習課としてはあまり把握してない

ということですか。 

○東海林委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 生涯学習課長からあったベニバナ

活動に加えて、環境問題にも目を向けて、林

のあるところに実際見学に行って、水の保全、

それが行く行くは最上川に流れていって、そ

ういった環境に大いに役立っている活動があ

るんだということで活動を広げている場面も

あります。 

   毎年、結団式が行われまして、県から緑の

少年団担当の方がいらして、いろいろ緑の少

年団に関する学習を補助しているというよう

な状況です。 

○東海林委員長 「６番槙正義委員」 

○槙委員 最後に町長にお伺いいたしますが、町

長もトップセールスで香港に行かれて、イタ

リア野菜を中心にして頑張っていただいたわ

けですが、増川農林課長からおっしゃったよ

うに、今年ある意味では本番を迎えるという

ことで、イタリア野菜研究会の皆さんや商工

会、そして現地法人などが河北町産イタリア

野菜をしっかり販売、そして拡大できるよう

な調査をやるんだということで課長からお話

あったんですが、町長としてこの事業展開に

ついて決意みたいなところについてお伺いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○東海林委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 本年はコロナで、現地法人にいろい

ろ昨年の成果を踏まえた継続的な市場調査を

やっていただいているということでございま

すけれども、一昨年、私、訪問させていただ

いて、一つは、先ほど課長の答弁にもありま

したけれども、新鮮な日本の農産物を届ける
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という意味では、空港が非常に近い我が町の

立地としては非常に優位性があるなと。相手

先の状況として、香港は非常に外食が、食に

対するウエート、経済的にも外食のウエート

が高い地域であります。まだまだ日本のイタ

リア野菜というようなことではまだまだこれ

からです。そういう意味からいうと、むしろ

日本の食に対する信頼性、これは絶大なもの

があります。高くてもいいものが日本にある

ということは、外食産業が非常に大きなウエ

ートを占めている香港の中で、なかんずく日

本食に対する、日本の農産物に対する信頼性

は高いと、それが非常に現地で確認できたと

いうのが一昨年の大きな成果であったなと。

そういう意味でいうと立地も生かしていける

し、日本食ということでいうと本町はイタリ

ア野菜に限らず、米、肉、ほかの果物も含め

て多様な、多彩な農産物がある地域だと思っ

ております。 

   そういった意味でいうと、当然香港に向け

ては各自治体いろいろ動いています、農業団

体も含めて。国内の消費で、語弊ありますけ

れども、その先に外国にも市場を広げていく

というよりは、むしろ外国のアジアの経済が

上がっていく中で、アジアをターゲットとし

た農産物の生産というものも、国内生産の延

長に輸出があるんじゃなくて、グローバルな

農産物の市場という中にターゲットを置いた

動きが、各自治体、生産者団体、生産者の中

で動いている、それを肌で実感しました。 

   そういう中でいうと、河北町の立地だけで

なくて、まだまだ国内で先駆的なイタリア野

菜を切り口にしてほかの農産物に広げていく

という意味では、イタリア野菜というのは足

がかりとしては非常に的を射ていると、戦略

的には大いに当たりというか、これからの広

がりを考える上でもイタリア野菜の切り口は

本町として生かせる道だなと思っております。 

   そういった意味で、国の事業としてグロー

バル産地づくりは来年で３年になりますけれ

ども、立地、香港市場、さらにはアジアの市

場というものも最終的に見据えながら、イタ

リア野菜にとどまることなく、農産物に対す

る期待のところについては本町の農業振興を

考える上では不可欠なアプローチだと思って

おります。そういった意識で、この事業は３

か年でありますけれども、その中から成果を

上げて地道に取り組んでいく必要があると思

っております。 

○東海林委員長 「６番槙正義委員」 

○槙委員 昨年と言いましたけれども、町長の一

昨年のトップセールスの経験を受けまして、

まずイタリア野菜を中心にした足がかりをつ

けて、本町の様々な農産物にも後が続くよう

にということの決意でございますので、ぜひ

この委託料を有効に活用して頑張っていただ

きたいということを申し上げて、終わります。 

○東海林委員長 以上で、６番槙正義委員の質疑

を終わります。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 それでは、私からは２つ質問させて

いただきます。ページを申し上げます。 

   81ページ、６款１項３目、紅花栽培関係で

質問させていただきます。 

   昨日来いろいろ同僚委員からお話がござい

ましたので、ダブる箇所については割愛しま

して、あの場所というのは、農業振興という

内容でベニバナをたくさん栽培するという内

容については私は全く問題ないかなと思って

います。 

   ただ、観光と一緒に考えようとなったとき

に、田んぼの真ん中で、本当に見ていただけ

るような環境ができるのかなという内容が非

常に心配されます。129万円の予算を投入す

るわけです。できれば、県道、国道からいろ

いろ河北町を通過する人、また町民にも見て
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いただける環境が私は最適じゃないかなと思

っています。 

   多分そういう場所を選定するのにいろいろ

ご苦労があってあの場所にどうしてもなって

しまったのかなと思いますが、私も自宅が結

構歩いていくような距離ですので、去年何回

も行きました。花が咲くときに、のぼりが一

応立ちました。のぼりだけです。全くトイレ

もあるわけでありませんし、車が来ればすれ

違いにも大変な状況だと。そこに30アールか

ら42アールということで面積を拡大して今回

やりますよと、見せる工夫もやりますよとい

う商工観光課のお話ございましたが、じゃす

れ違いのときに事故が起きたらどうすんのと、

あっちから来た、こっちから来たという内容

で駐車場が１台もございません。全て農道に

車を寄せて止めていただくという状況になり

ます。多分マイクロバスなんか入ってきても

なかなか厳しい環境かなと思います。 

   他市町村の状況を見ますと、車の駐車場が

確実に確保されていて、そこにはテントがあ

って、多少地元のものが出されていて、地元

の協力の下でそういったものが物品販売され

てという内容が一般的かなと思ってます。 

   ただ見てくれという内容で、田んぼの真ん

中だという内容で、どういう仕掛けができる

のかなということを大変懸念しております。

ある１週間２週間、ベニバナが満開でしたと

いう内容だったらそれは差し支えないんです

が、私としてはそのプロセスを見ていただけ

るような環境づくりというやつも必要じゃな

いかなと思うんです。そろそろ何か黄色くな

り始めたねとか、今年は結構育ちが早いねと

か、そういう内容が多分一般的には知られな

いような状況にある場所じゃないかなと思っ

ています。 

   その辺のところを踏まえて、なぜあの場所

が栽培地として選ばれたのか、来年以降どう

するのか、その辺のところの企画をぜひお伺

いさせていただきたいと思います。 

   もう１点は、学芸委員関係の配置の問題で

す。93ページ、７款１項６目です。 

   これも同僚委員から様々ございました。館

長を配置しますよと、学芸員を配置しますよ

と。ただ、学芸員に関しては、予算上の決定

がまだなされてないので、今から候補者の面

接をするということもお伺いしていますが、

１月末現在の紅花資料館の入館者が5,416人

とお伺いしています。例年２月３月は非常に

入館者が少ないという状況を考えたときに、

多分6,000人は下回るような状況かなと思い

ます。なおかつ１か月平均しますと500人と。

誰も訪れないような日も多々ありますという

ことも聞いております。職員のモチベーショ

ンというやつをどう維持されるかという内容

も、館長もいない、学芸員もいない、そうい

う中であの施設全体を維持している人は誰な

んだということが私はちょっと疑問に感じて

いる次第です。 

   以前、事務局長がいらっしゃったときには、

朝、必ず朝礼をやったそうです、今日はこう

いう団体が見えますよと、こういう受入れを

しましょうと、庭園の管理について何々さん

はここですねと、そして一人一人に今日の業

務内容を言っていただいて、じゃ今日も頑張

ろうと。そういう動機づけはどなたがやって

いらっしゃるのか。 

   そして、売店もどんどんどんどんと縮小傾

向にあります。当然お客さんが来ないから、

食べ物関係はお店に置いておけば当然賞味期

限が来ますので、撤退するしかないと。そう

すると残るのは乾物類とかお酒類とかそうい

う内容に絞り込まれてくると。そこにあえて

観光客が、コロナ禍、展示の内容がいつ行っ

ても同じだねという内容で、町民からもなか

なか来ていただけないような状況になってい
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ると思います。 

   館長が来ればそういうことはなくなるのか

な、学芸員が来ればなくなるのかなというこ

とをちょっと期待していたんですが、なかな

か、館長の仕事はまた違う、学芸員のそれも

違うと。そうなってくると、間もなく４月１

日で新年度が始まりますよという矢先に、な

かなか厳しい私はスタートになるのかなと理

解しております。 

   学芸員について触れますと、今、紅花資料

館の展示物というのはどのくらいの量があっ

て、保存状態がどんな内容になっていて、学

芸員にどういうものを期待して、入ったこと

によってこれまでの展示回数が何回ぐらい増

えるとか。また、一昨年でしたか、刀展、日

本刀展なんかやったときに、私も好きで見に

行ったんですが、ああいう人が訪れるような

企画立案は館長がするのか、それとも学芸員

がするのか、それとも観光協会がするのか、

その辺のところが明確に仕事の役割分担がな

らなければ多分駄目じゃないかなと思います。

聞けば、学芸員も１か月約10日間ぐらいです

よというお話も承りました。館長が90万円で、

学芸員が229万円という予算設定になってい

るようですが、働いている方から見れば、常

勤できちんと紅花資料館の売上げから企画立

案からある程度見ていただける方を、将来的

にということを言わずして、今どなたかを立

てないと従業員のモチベーションが私は厳し

いのかなと思っています。毎年、従業員が替

わっているんですよね。これは、暇というや

つは大変ですよ。忙しいより私は仕事的には

大変な仕事かなと思います、ずっと座ってい

ても誰も来ないと考えれば。そこをうまく職

員を動機づけして、コロナが終われば人が来

ると、それに備えて今やらなければいけない

仕事を頑張ろうということを誰がやっている

か。そういうやつが私はちょっと見えてこな

いなと思っています。 

   去年は、四季折々のお花を咲かせますとい

うお話でスタートしていました。ベニバナを

植える前にチューリップが見事に咲きました。

今年はチューリップが咲くのでしょうか。そ

ういう仕事は誰がするんでしょうか。学芸員

の仕事でないですよ、館長は時々いなくなっ

ちゃうから分かりませんよとなったときに、

誰がそれを一手に引き受けて全体管理をする

のかということが私はちょっと見えてないな

と、その辺のところを役割分担について担当

課長からお話をお伺いしたいと思います。 

   以上２つ、お願いいたします。 

○東海林委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 81ペ

ージ、紅花栽培関連業務委託に係ることであ

りますけれども、農林振興課として、最上紅

花ということで日本農業遺産に指定されてい

ることから、染料加工から紅餅も作るという

ことを踏まえた中で場所を選定して行ってき

たところであります。 

   世界農業遺産を目指しているというところ

で、今回、日本の専門会議で世界農業遺産に

申請するということを認められたという中で

ございます。山形県の中で４市４町が構成団

体ということになってございますけれども、

重要な河北町の紅花資料館を抱えている町と

いうことで、農林振興課としては、生産する

ことから加工まで、紅染めまでするというこ

とで、一貫した作業工程をやっていきたいと

いうことで、その中で農業システムの関わり

を検証していくということでありますので、

場所選定としてはある程度面積が必要だとい

うことで、今現在のヤマザワの東側の場所を

選定させていただいたと。 

   その中で、染色もやっていくわけでありま

すけれども、見ていただくということも大変

重要なことだと思います。それでのぼり旗と
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か去年は、令和２年度は行ったわけでありま

すけれども、さらに今年は、令和３年はそれ

を見ていただくということを含めてどのよう

にやっていくかということで、ホームページ

に栽培の状況なども含めて見ていただく観点

から改めていろいろなところで研究はしてい

きたいと思っておりますけれども、農林振興

課としては加工まで含めたところで栽培を行

っていくということが重要だということで、

その場所を選定したということでご理解をい

ただきたいと思います。 

○東海林委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 93ページの紅花資料館の学

芸員の件でございますけれども、誰が管理を

しているか、紅花資料館の管理の中心となっ

ているのかということでございますけれども、

指定管理者が観光協会になっております。中

心となる者は、事務局長がおりますので、事

務局長が中心となって現在も朝ミーティング

を行って毎日事務をしているということでご

ざいます。 

   今年度につきましては、コロナウイルス感

染症の影響を受けまして１月末現在で5,400

人ということでございます。こちらにつきま

しては休館せざるを得ない時期もあったり、

そういった観光施設にお客さんがなかなか来

なくなるということもありまして、ある意味

ちょっと致し方ないところもあるのかなと思

っておりますけれども、コロナが明けたとき

にはまた皆様が戻ってくるような形でいろい

ろな企画展を行いながら誘客に努めていきた

いと考えているところでございます。 

   また、間違って伝わっていたかなんですけ

れども、学芸員につきましては常勤でござい

ます。学芸員の仕事としまして、展示資料の

管理というところにウエートを大きく置いた

形で今考えておりますけれども、当然展示、

企画展につきましても学芸員を中心に行って

いきたいと考えております。特に紅染衣装に

つきましては褪色の影響もありますので、小

まめに今度は展示替えを行いながら、皆様方

に見ていただければと考えているところでご

ざいます。 

   展示資料につきましては、細かいところま

で言いますと5,000点とかになっております

けれども、きちっとした台帳整理をした中で

今後進めていきたいと思っております。 

○東海林委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 まず紅花栽培なんですが、農業振興

としては増川課長のとおりで、それは結構な

話かなと思っています。ただ、河北町はベニ

バナの里という内容で、やはり多くの人に見

ていただきたい、その観点から考えたときに、

農業振興はここなんだ、しかし観光はまた俺

んとこのあれじゃないよという内容じゃなく

て、やはり見ていただけるような場所の選定

というやつを私はやるべきじゃないかなと思

います。農家の人がなかなか貸してくれない

という内容はあるかもしれないけれども、町

の売りはベニバナですよとなったときに、副

町長とか町長自ら農家の方に、３年間貸して

ほしいと、このとおりだったら本当に１日１

万台２万台の車が見ていただけるような場所

なので、協力をお願いしたいということを言

われれば、あまり嫌だとは私は言わないんじ

ゃないかなと思います。 

   そして、安全に見ていただけるような駐車

場もある程度確保できてという内容が理想で

すし、学校の子供さんはじめ、トイレも必要

だ、水も必要だとなったときに、あまりにも

郊外ではなかなかこれは話にならないんじゃ

ないかなと思います。観光で売るんだったら

場所の選定等、観光と抱き合わせてやるべき

だと思うんです。その辺、副町長、ご見解を

お願いしたいんですけれども。 

○東海林委員長 「河内副町長」 
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○河内副町長 ベニバナの栽培につきましては、

農林で担当している部分と商工観光で担当し

ている部分につきましては若干その性格が違

うということで、ご質問があります農林で担

当している部分につきましては、加工まで求

められる栽培をお願いしなければいけないと

いうことで、まずやってくださる方を探すの

が大変でした。そのやってくださる方が決ま

りましたら、今度その方の田んぼということ

で、転作する場所、やってくださる方に関係

する部分で探さなければいけないという制約

もございまして、現在ヤマザワの東側という

ことになっているところでございます。 

   ただ、５番委員おっしゃるとおり、せっか

く見事に咲かせるものですから、見ていただ

きたいということで、のぼり旗なども立てま

して、ここでベニバナの栽培をご覧になれま

すよというようなＰＲもさせていただいてい

るところでございます。できれば道路沿い、

あるいはさらに欲を言えば駐車場、トイレと

いうところまで受入体制を整えたところへベ

ニバナを見に来ていただくということで実施

できれば一番いいのかなと思います。 

   次年度以降になるかとは思いますが、その

点もご指摘いただいたことを念頭に入れまし

て、できれば、できるだけそういった来てく

ださるお客様の立場に立ったような形でご覧

いただける場所を探していきたいと思ってい

るところでございます。 

○東海林委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 来年に期待して、そういう状況をぜ

ひ作り上げていただければと思っています。

例えば、ヤマザワができましたと、そして溝

延、谷地の道路沿いに、だあっと横一列なん

かなれば相当お客さんに見ていただけるよう

な環境が整うのかなと思っています。また、

買物に来ていただいた方にも見ていただける

ような場所が可能かなと思っています。そう

いったところを抱き合わせて、とにかく町の

観光としてベニバナは売りになると思います

ので、よろしく今後のご配慮をお願いしたい

と思います。 

   紅花資料館は何だかんだで5,000点近くあ

りますよという内容があったんですが、私も

紅花織の展示会をしますよというときに行か

せていただいたんです、紅の蔵のほう。やは

り冬だったので非常に寒かったんですが、お

客さんがあまり来ないということもあって、

常に暖房を入れておくのがきついんでしょう

ね。冬の展示とかそういった内容もどうする

かということも考えていかないとまずいのか

なと思いました。一般的に、年中無休じゃな

いですが、定休日を当然設けているわけなん

ですが、２月３月は極端にお客さんが低いと

いうことを考えると朝から晩までずっと暖房

をかけておくという内容もやはりもったいな

いなと従業員自身が思ってある程度セーブす

るということも多少致し方ないのかなと思い

ます。そういったところもトータル的に含め

て、経費当然かかるわけですので、集中と選

択という内容でいま一度総点検をして、新た

な年に向けて、資料館の活性化に向けて頑張

っていただければと思っています。 

   私も議員の代表として観光協会の理事に送

り込んでいただいております。これは議員全

員がそういう気持ちを持って言っていると理

解していただいて構わないと思いますので、

ぜひ活性化という内容に力を注いでやってい

ただきたいと思います。以上です。 

○東海林委員長 以上で、５番吉田芳美委員の質

疑を終わります。 

   ここで、10時30分まで休憩いたします。 

     休 憩  午前１０時１５分 

     再 開  午前１０時２６分 

○東海林委員長 休憩を解いて会議を再開します。 

   質疑を続けます。 
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   次に、「１番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私から４点お願いいたします。 

   ほとんど皆さん聞いてくださったんですけ

れども、その中でもう少しお聞きしたいとい

うことで、80、81ページの６款１項３目の紅

花栽培関連業務委託事業費の129万円で、大

体町のやることと課題というものが分かった

んですけれども、私も、何回も皆さん言って

いますが、もっと広げて目立つ場所というの

が大事だと思いますので、これは今後の計画

に役立てていただきたいと思います。 

   最上紅花が日本農業遺産に認定され、今年

１月に世界農業遺産への申請が承認されたと

いうことで、取り組んでいくようなんですけ

れども、このことの世界農業遺産ということ

の維持をするために河北町は何をしていかな

ければいけないかという課題みたいなのがあ

って、それに取り組んでいると思うんですけ

れども、そのことが今かもしれませんけれど

も、今後どのように、紅餅にするとかいろい

ろ、それから３月９日にも「紅のこぎん」と

かって刺し子とのコラボとかそういうことも

ベニバナ栽培とどんどん広げていくような取

組もあるようですけれども、世界農業遺産の

申請をされて、新たに、今までにない、もっ

ともっと取り組まなきゃいけないということ

の計画をお聞きしたいと思います。 

   ２点目は、80、81ページ、農業次世代人材

育成投資事業ですけれども、これ毎年聞いて

いるんですが、新規就農者が平成29年度から

就農研修生受入協議会を設立して新規就農者

を受け入れているわけですけれども、去年の

実績、最初の新規就農者の目標人数とこれま

での実績と、それから去年はどうだったのか。 

   今年３名を入れるということなんですけれ

ども、その中で、その下にある研修生受入協

議会という方がいて、その人たちの指導を受

けてやっているかと思うんですけれども、新

しく新規就農する方というのは県外の人が多

いのか。それとも、来年の新規就農者３人い

るんですけれども、どういう方が新規就農さ

れようとしているのか。 

   それから、今まで新規就農した人で、ずっ

と続けている方が何人いるのか、その実績を

お聞きしたいと思います。 

   それから、90、91ページ、７款１項２目の

ふるさと応援基金の積立てですけれども、令

和元年度に比べて令和２年度は伸びていてす

ばらしいと思うんですけれども、先ほどの12

番委員にもありましたけれども、サクランボ

などの返礼品の希望が多いと思うんですけれ

ども、その年にいただいた希望がその年に返

されているのか。それとも、サクランボがい

いよと、第一希望、第二希望があると思うん

ですが、そのサクランボがなかなかかなわず、

米に代わったりとかそういう事例があるのか

ということと、それから令和３年度はそうい

う業務を外部委託するということなんですけ

れども、そうしますと先ほど言ったトラブル

などの解消といいますか、そういうのは遠く

なるのではないかなと、担当課と農業者の方

との接触がなくなって、責任がなくなるよう

な感じがちょっとしているんですけれども、

そうなのか、そうでないのかというところを

きちんとした商品を返すという意味で大丈夫

なのかというのを確認したいと思います。 

   それから、92、93ページの紅花資料館の館

長の話、学芸員の話なんですけれども、この

たびずっと議会でも議論になっていた館長と

学芸員の話ですけれども、私もどちらかとい

うと紅花資料館のイメージというのが、館長

がいて、その館長がいつも常勤していて、顔

になっていて、年間の行事も館長が計画をし

てそういうことで、学芸員は本当に専門的な

知識を持った、紅花の人形とかそういう紅花

染みたいなのの管理をする人なのかなという
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ことで、学芸員についてはそうなんですけれ

ども、館長というのはすごいマネジメントの

できる方とＰＲ能力のある方というので、報

酬をもっと上げても、あの広大な紅花資料館

を維持するに、きちんとした、どんな資料館

にするかという、あちらの広場も含めて、そ

れから紅の館というか、そういうのを全部含

めてそういう総合でできる方を館長と呼びた

いなと思って期待をしていたところなんです

けれども、90万円ではどうなのかなというこ

とで、今後の課題といいますか、そういうふ

うに考えていただきたいのと、観光協会に委

託して指定管理なんですが、５番委員が観光

協会の理事をなさっていますけれども、私も

５番委員の前、５年ぐらい観光協会の理事を

させていただいて、ひなまつりとかどんが祭

りのお手伝い、それから冬の如月恋ひなまつ

りとかそういうのもやって、豚汁を煮たりと

かして、寒い中、楽しませていただいたりも

して、そこに参加するにはすごい楽しい役で

はあったんですけれども、その中で事務局長

というのが当時いて、その人は本当に、観光

協会の事務局もし、紅花資料館の経営もし、

大変だったなということを思っていて、担当

業務を分割したほうがいいなと思っていて、

前、私も一般質問したこともありますし、同

僚議員も一般質問したことがあって、こうい

うふうに総合して今こういうことになって、

紅花資料館というものを館長を置いて、学芸

員を置いて、それから観光協会の事務局長を

置いて、いい流れになっていると思うんです

けれども、もっとイメージをしっかりと固め

て、紅花資料館、これから観光としての紅花

資料館の位置づけをつくっていくときではな

いのかなと思います。 

   それで、関連してすいませんが、94、95ペ

ージの道の駅に、今年ですか、新庁舎ができ

るに当たって商工観光課が戻ってくるような

んですけれども、結局３階が空いて、１階に

観光業務委託料というものを220万円出して、

ちょっと横断してすいませんけれども、そう

いうふうなんだったら観光協会の事務局を道

の駅に置いて、紅花資料館の管理というもの

をしっかり紅花資料館の館長を中心に経営し

ていったらいいんじゃないかなと、私はそう

なるのかなと。 

   今は紅花資料館の中に事務局もありまして、

売店も売っていて、観光協会の人がそこの道

の駅に行って物を売ったりとかしているわけ

ですけれども、きちんと仕事の分担というも

のをして、紅花資料館は資料館で見て、観光

協会は観光協会の仕事、またコロナが終われ

ば、ひなまつり、どんが祭りがあるわけで、

本当にそのどんが祭り、ひなまつり、それか

らべに花まつりの準備をするだけで観光協会

は目いっぱいなんですよね、何か月も前から

準備して、片づけ終わったら次の準備をして。

だから、今まで到底紅花資料館に集客をしよ

うという労力はならなかったのが現状だと思

うんですね。だから、飾り物が少ないとか展

示が同じだとか言われても、本当にあっぷあ

っぷの状態というのは誰もが知っていること

で、今からそれを改善されようということで、

すごく期待をしているんですけれども、例え

ば私が館長だったら、ならせてはくれないで

しょうけれども、山形市で風雅の国という昔

の遊園地だったところに、お茶室、風雅の国

とか、その向かいに美術館とかあるんですけ

れども、そこは風雅の国だから茶室もあって、

全国から着物を着た人が来てお茶会をして、

そこに風雅の国で出したお菓子を出して、皆

さんで買っていくとか、すごいそういうにぎ

わいのあるところで、今はちょっと落ちぶれ

ちゃったんですけれども、私だったらそうい

うふうに企画をして、春、秋、夏、冬と企画

をして、いろいろなイベントをして、館長が
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来てくださいとＰＲをして、観光協会は観光

協会で、うちの町にはこんな紅花資料館があ

るよと宣伝をして、一緒になって行事を盛り

上げていく、そして観光協会はひなまつり、

どんが祭りを頑張るとか、そういうふうなイ

メージでいるんですね。 

   町で置く紅花資料館のイメージというのは

どういうのかなと思います。日本に一つしか

ない紅花資料館ですので、そういう学芸的な

ところは学芸員がしっかりと世話をして、し

っかりと紅花ガイドを通じて宣伝をするとか、

こういう広大な土地を運営していくには、す

ごいスキルのある、お金も出して、そういう

館長を探すというのが一番大事なのかなと思

いますが、そのことについてお伺いします。 

   ということで、道の駅には、観光協会の事

務所は道の駅がいいのではないかということ

でお尋ねをいたします。 

○東海林委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 81ペ

ージの紅花栽培関連業務委託に関わることで

ございますけれども、町長の提案理由の中で

も説明させていただいておりますけれども、

河北町を含む最上川流域の４市４町から成る、

歴史と伝統がつなぐ山形の最上紅花が日本農

業遺産に認定されておりますが、令和３年１

月に国の専門会議で世界農業遺産に申請する

ことが承認されたということで説明をさせて

いただいております。 

   この中で大切なことは、鑑賞ばかりではな

く、生活の中で利用されているということで、

これまで紅染ということで歴史的に利用され

てきたわけでありますけれども、紅染であっ

たりいろいろな他方面に、食生活の中でも利

用されているということで、いろいろな利用

をベニバナはされてきております。そういう

ことが実証的に継続されていくということが

大切なことかなと。 

   今回、ベニバナ栽培ということで、令和２

年度も行ったわけでありますけれども、その

中では中部小学校の３年生にベニバナ学習と

いうことで、ベニバナ摘み、紅染体験なども

していただいたということで、加工と紅染と

いろいろなところで実証されているというこ

とで、段階的に利用されているということを

継続していくことが一番大切なのかなと思っ

ております。 

   農業経営支援費の中に農業次世代人材投資

事業と就農研修生受入協議会の事業があるわ

けでありますけれども、令和２年度につきま

して、これもコロナ禍の影響がありまして、

受入協議会の活動がかなりなかなか活動でき

なかったということで、令和元年度までは東

京の新規就農者フェアなどに行きまして、東

京で活動して、東京とか首都圏からいろいろ

な方を呼び込んで研修を受けていただいたと

いうことで実績があったわけですけれども、

令和２年度はそういう活動ができなかったと

いうことがあります。 

   その中で、令和２年度につきましては５人

の就農者がいたわけであります。この方々は、

地域おこし協力隊ということから新規就農者

になった方もいますけれども、そのほかの４

人の方については農業のうちの後継者の方々

ということで、新たに新規就農された方とい

うことになってございます。 

   その中の新規就農者につきましては、平成

27年から令和元年まで、河北町の総合戦略の

中で30名の新規就農者を生むということで目

標を掲げながら実践してきたところでありま

す。目標値30人に対して19人の実績というこ

とになってございます。目標に達していない

わけでありますけれども、それながら受入協

議会を中心に頑張ってきたというところでご

ざいます。 

   平成24年から青年就農給付金事業というこ
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とで、国から重点的に担い手づくりをやって

いくということで平成24年度から事業が始ま

りまして、平成29年度から農業次世代人材事

業ということで名称も変えて、中身のスキー

ムも変えてきたところであります。この中で、

河北町ではかなり多くの給付金を受けている

わけでありますけれども、最初の当初では１

名の方が農業を断念したということでありま

すけれども、これまで受けてきた方は継続し

て農業をやっていただいているというところ

でございます。 

   河北町で新しく農業をやっていただくとい

うことで、河北町以外からも、県外からも河

北町会から河北町関連ということで河北町の

農業を活性化していただいているという実績

もございまして、受入協議会と併せて農業次

世代人材事業は河北町にとって本当に大切な

事業かなと思っております。今後とも継続し

て担い手づくりと河北町農業振興に努めてい

きたいと考えてございます。 

○東海林委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 初めに、90ページのふるさ

と応援基金積立金の件でございますけれども、

寄附額ということかと思います。 

   今年度につきましては、新たに月１回のメ

ルマガ、メールマガジンの発信とかイベント

への参加、米のプレゼント、町の観光ＰＲと

一緒に米のプレゼントをして、その米をふる

さと納税でも使っていますよということでの

ＰＲをしたということもありまして、伸びて

きたのかなと思っております。 

   また、返礼品で一番多いのはやはり米にな

っております。丹野委員がおっしゃるように

サクランボを注文したけれども米に代わると

いうことにはならない、あくまでも寄附を頂

いたときにその希望のものを選んでいただい

て、それが行くという形になります。ただ、

年度をまたいで、例えば令和２年度中に令和

３年度の米の注文をいただくということはあ

ります。年度をまたいで品物が行くというこ

とはありますけれども、注文したときの商品

が行くという形になります。 

   業者委託したときにトラブルはどうなるん

だということでございますけれども、多分ト

ラブルの数としては、いろいろなノウハウを

お持ちの業者にお願いする予定ですので、少

なくなってほしいなと思っておりますけれど

も、それが町に聞こえてこなくなるようなこ

とにはならないようにして、必ず報告を受け

て、対応した内容も把握していきたいと考え

ているところでございます。 

   紅花資料館でございますけれども、館長に

つきましては、先ほどもお話しさせていただ

きましたけれども、学芸員の資格をお持ちの

方が館長になるという形が一番いいのかなと

思っておりますけれども、近隣を見ましても、

この頃は増えてきておりますけれども、なか

なか学芸員の資格をお持ちでご年配の方とい

うのはこの辺ではまだあまりいらっしゃらな

いと理解しているところでございます。 

   道の駅に観光協会の事務局を置いてはとい

うお話でございます。こちらにつきましては

観光協会自体が社団法人ということで、事務

所の場所を厳密に言いますと紅花資料館の脇

の売店の住所になっております。そちらが観

光協会の住所ということで登記になっていま

すので、なかなか、ただ機能を移すだけだっ

たらいいのかもしれませんけれども、道の駅

にしましても、今現在は１階で観光協会に委

託をしまして売店業務、管理業務を行っても

らっておりますけれども、今後、道の駅が本

格稼働した場合にまた観光協会に委託になる

かというところも出てきますので、まずは紅

花資料館の隣ではありますけれども、売店に

拠点を置きまして事務をしていただきたいと

考えているところでございます。 
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   また、観光協会の職員がおりますけれども、

そちらも紅花資料館で外作業が忙しいときに

は手伝いをしてというか、仕事をしてもらっ

ておりますので、利便性も考えますとそちら

のほうがいいのかなと思っているところでご

ざいます。以上です。 

○東海林委員長 「１番丹野貞子委員」 

○丹野委員 まず紅花資料館と観光協会のことな

んですけれども、観光協会が紅花資料館の指

定管理も行うということでいいんでしたっけ。

そうなって、そこで今度館長をお迎えするに

当たって、そこはもう少し離さなくてはいけ

ないのかなと。しかも、住所、まだ道の駅は

しばらく使う予定がないわけですから、例え

ば住所は今の資料館にあるとしても、そこの

業務をそっちで行うというのは可能なのでは

ないかと思いますし、紅花資料館に行ってみ

ると、事務をどこでされて、２階はあるよう

ですけれども、売店の隣の奥はのぞいたこと

がないんですけれども、これから館長も入っ

たり学芸員も入ったりすると、机、デスクを

置く場所がないように思って見ていたんです

けれども、そういうのは大丈夫なのかなと。

そこを建て増しというか、増築する必要もな

いと思いますし、結局、資料館に館長と学芸

員が来るのだから、今あるデスクはその人た

ちにやって、観光協会の仕事は広々としたほ

うでやって、何か手入れをするとかお手伝い

をするときには、商工観光課があっちに行っ

ているのと同じで、車で来てすればいいんじ

ゃないかなと思うわけですけれども、そこら

辺を考えたほうがいいのではないかなと。と

いいますのは、紅花資料館の管理と観光協会

の仕事というのを少し分離して別にして、一

緒にするのは何かということで、時間もきち

っとしたほうがいいのではないかと思うんで

すね。そうすると、何が無駄で、何が足りな

いのかとか、少し離れてみるとそれが分かる

のではないか。 

   今までずっとやってきた流れの中で、新た

に館長を入れました、学芸員を入れましたと

いうと、その仕事は、学芸員の仕事は見えま

すけれども、館長は何をしたらいいか分から

ない、事務局長とダブってしまうみたいなこ

ともあると思うんですね。館長がどういう仕

事をするのかというのがまだ見えてないし、

課長は学芸員と館長が同じ人ならいいし、だ

けど年配の方がいないというんですけれども、

私は年配の方でなくてもいいのではないかと

思うんですね。今期、学芸大学を卒業するよ

うな人で、その方を育てていっても、その方

をきちんと採用して、その方に研修をさせた

りしながら河北町の紅花資料館というものを

しっかりとさせたらいいのではないかなとも

私は思います。だから、今のところは、いな

い、年配の方を頼んでというのもあるかもし

れないですが、将来はそういう、将来という

か、来年度、令和４年度はそういうことも考

えてもいいのではないかと思います。これは

お金のこともあるし、採用のこともあるんで

すけれども、きちんとしたスパンの中で紅花

資料館と観光協会をどう発展させていくのか

というのを考えなくてはいけないと思うので、

このことについてお聞きしたいと思います。 

   それから、返礼品についてですけれども、

年をまたぐことはあるけれども、今のところ

注文されたものが返礼なっているということ

で、分かりました。 

   業者委託したことによって、町にトラブル

とかの声が聞こえてこないとかということは

ないようにしたいとお答えいただきましたけ

れども、ここが私、問題だと思うんですね。

商工観光課というか、町の人が作ったものを

送っているわけですから、そこに委託業者の

人が幾ら専門だとはいえ、そこのところをし

っかりと今から心に据えて返礼品を送って、
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ふるさと納税をしていただくんだということ

を構えてほしいなと思います。 

   それから、次世代人材投資事業の中で、新

規就農者は本当に平成29年度から30名の目標

で19名というのはなかなか頑張っているなと

私は思います。 

   機関紙で、うちに来るのがＪＡさがえ西村

山のこういうのに青年の人の声とか新規就農

とかやっている若い人の声とか、ＮＯＳＡＩ

というのにも若い人の顔が出て、頑張ってい

る記事が来るのを見て、私、喜んでいるんで

すけれども、河北町の人も載りましたね、ス

モモだか作っているとか新規就農の方が載り

ましたけれども、こういうことをピックアッ

プして取り上げて、頑張っている方たちにも

励みといいますか、河北町で就農して、みん

なから喜んでもらっているんだなと思うとや

る気も出るといいますか、ですので、研修協

議会の先輩の方がそういう人たちを指導なさ

っていると思うんですけれども、そういう人

たちのコミュニケーションも取って、励まし

ていただきながら、新規就農者、農業を継い

でくれる人を応援していくという仕掛けをし

ていただきたいと思うんですが、そのことに

ついてお聞きしたいと思います。 

   それから、ベニバナ栽培の関連事業ですけ

れども、関連していくには、そういう小学生

とかを巻き込んで、年に１回収穫をしたり紅

染をさせたり紅餅を作ったりしながらやって

いくんだというのは分かりました。それをし

ながらも、修景地と生産というのをしっかり

と、今までも議論ありましたけれども、その

ことも考えて今後進めていただきたいと思い

ます。 

   残りの質疑お願いします。 

○東海林委員長 「増川農林振興課長」 

○増川農林振興課長併農業委員会事務局長 ベニ

バナ栽培に関しては、委員からいただいた意

見を参考にしながらやっていきたいと考えて

ございます。 

   受入協議会の事業でありますけれども、新

規就農者と深く関わっている事業になってご

ざいます。受入協議会で新しく河北町で農業

をやってみたいという方を受け入れて研修し

ていただいているところであります。その中

では、都会と違うところなどをこちらでも説

明して、河北町でこんな農業ができるんだと

いったことを丁寧に説明をさせていただいて

いると。就農した後も、いろいろな悩みとか

って出てきますので、その悩みについても相

談を受けるというような組織ということで、

受入協議会も組織ということで成り立っても

おりますので、新しく河北町で農業をやって、

その後のフォローもやっていきたいと考えて

ございます。 

○東海林委員長 「佐藤商工観光課長」 

○佐藤商工観光課長 ふるさと納税の寄附金につ

きましては、トラブルにつきましては、町は

もとより、生産者にもきちっと声が届くよう

に管理していきたいと考えております。 

   紅花資料館なんですけれども、館長と学芸

員の事務室につきましては、現在のところ紅

の館を考えております。そちらで管理してい

きたいと考えております。 

   また、道の駅に事務所の移転、事務機能の

機転ということでございますけれども、こち

らにつきましては観光協会の三役会議の中で

も以前話合いになったところがありました。

最終的には今のような形ということで、観光

協会の意思ということで今の状態にしている

ところでございます。 

○東海林委員長 「１番丹野貞子委員」 

○丹野委員 それぞれ分かりました。紅花資料館

もこれからの話ですので、何がいいというの

はならないかもしれませんが、関係者、当事

者の方々で話し合って決めていることですの
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で、場所というのは紅の館ですか、いいのか

なと思いますけれども、本当に紅花資料館を

どうするのかというのをよく考えながら、い

い方を雇用していただいて、河北町の紅花資

料館を発展させていただきたいと思います。 

   終わります。 

○東海林委員長 以上で、１番丹野貞子委員の質

疑を終わります。 

   以上で５款から８款までの質疑を終結しま

す。 

   次に、９款から14款までの質疑の通告を求

めます。 

   （１番、３番、４番、５番、７番、８番、

９番、14番の通告あり） 

   確認します。１番、３番、４番、５番、７

番、８番、９番、10番、14番。落ちありませ

んか。10番なし、失礼しました。 

   再確認します。１番、３番、４番、５番、

７番、８番、９番、14番。落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○東海林委員長 それでは、「14番岡田桂司委

員」 

○岡田委員 １点だけお聞きしたいと思います。 

   124ページから125ページ、10款４項３目図

書館費です。所管でありますが、気づいたの

が議案調査の後でしたので、あえて聞かせて

いただければと思っております。 

   今、サハトに入っていくとエントランスホ

ールがあって、その全天周の下が図書館の管

轄と申しますか、ＤＶＤのある場所になって

おります。そこに今テープが張られておりま

した。いろいろ今までも一般質問等で質問さ

せていただいたんですが、監査の中で資料を

見たら、そのエントランスの下のＤＶＤコー

ナーが５年間使用がゼロといった中で、５年

間も使用がないのをそのままでいいのですか

という質問をさせていただいた経過があるの

で、何かそれに対してのあれかなと思って予

算書を見たら、格別と私探せなかったんです

が、その部分を今からというか、どうしてテ

ープを張っているのか、今から何かあるので

あれば、どういうことをしていくのかという

ことをお聞きしたいと思います。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 124ページの10款４項３目

図書館費の中ですけれども、今現在、全天周

の下の情報コーナーという名前にしています

が、そこにテープを張ってあるのは、天体望

遠鏡を置いているもんですから、危ないとい

うか、危険防止というか、触られるのを防ぐ

ために一時的にテープを張っているという状

況です。 

   あそこの場所につきましては、以前から、

岡田委員からもご指摘ありましたとおり利用

があまりないということでしたので、あそこ

にある５つのブースございまして、モニター

とＤＶＤプレーヤー、ビデオデッキが置いて

ありますけれども、あそこを全部撤去しまし

て、そこにＬＥＤの照明をつけるような形に

して、フリーに使える学習スペースのような

ものに変えたいと考えております。ＬＥＤラ

イトの購入につきましては、サハトべに花費

の予算で見ているところでございます。 

   そこで見れなくなりますので、代わりに図

書館に、ポータブルのＤＶＤプレーヤーのモ

ニターついているそんなに大きくないものも

ございますので、そういったものを購入し、

見たい人に貸し出して、図書館の適当な場所

で見てもらいたいということをやりたいと考

えているところであります。 

○東海林委員長 「14番岡田桂司委員」 

○岡田委員 ちょっと動きが出てきたかなと思い

ます。今までエントランスホール、情報コー

ナーとなっているみたいですが、そこに持っ

ていったのは、図書館でＤＶＤを見るのはう

るさいとか、そんなのここには要らないと、
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どんどんどんどん縮小なって最後にはあそこ

に行ったという経過があるんじゃないかなと、

私、流れを見ていて思います。 

   今度図書館に戻すとなると新たに場所が必

要になるわけですよね。どことは言いません

が、例えばＤＶＤのポータブルとおっしゃい

ましたけれども、そのあれが１台ですか、何

か考えていらっしゃるのか。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 台数は今のところ正確には

まだ決めておりませんが、１台ないし２台程

度を導入し、また利用が進むのであれば台数

を増やすということも考えなければなりませ

んし、まずは１台ないし２台程度でやってみ

たいと考えております。 

○東海林委員長 「14番岡田桂司委員」 

○岡田委員 私も図書館の一般質問に際してその

ＤＶＤは何回か、かなり前から言って、やっ

と何か動き出したかなと思っています。あま

りしゃべると一般質問に類するということで

指摘を受けるかもしれませんが、一般質問を

しながら各地の図書館を見て回ったとき、特

にＤＶＤとかそういうものが一番そろってい

るのが寒河江市です。その次が米沢市です。

米沢市は、ＰＣ、要するにパソコンで５台ぐ

らい、ＤＶＤも我々の持っている棚の５倍ぐ

らいあります。そこにどうやって使っている

か。あと高畠町、村山市、まなびあテラスは

また違いますけれども、あと川西町がありま

す。２台３台と皆さん各町でやっていますけ

れども、米沢市は並んでいます、５台。そし

て後ろが通路になっていて受付があります。

その右奥にＤＶＤの棚がだっとあります。私

は、その台数にはこだわりませんけれども、

１台から２台と、せめて２台ぐらいあっても

いいのんねが。要するに川西町はこのくらい

の、そうですね、あの段ありますけれども、

あれよりもちょっと大きいのに真ん中が仕切

られていて、両脇で見られます。そこにパソ

コンが置いてある。要するに井上ひさしさん

の文庫云々とある中のちょっと脇にあって、

すぐみんな見られるような状況になっている。 

   ですから、１台から２台と言わず、２台ぐ

らい置いて、あとはうるさいとかなんとか、

ヘッドフォンとかも用意してあればいいなと

思っています。先の話でしょうけれども、何

か考えがあればお聞かせ願いたい。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 台数につきましては検討さ

せていただきますけれども、音がやはりどう

しても漏れますので、ヘッドフォン等は当然

準備したいと考えております。 

   最新の一番新しい図書館というと東根市の

ところが一番新しいわけですけれども、そう

いったところですと、これからの話になるか

と思いますが、タブレット等の貸出しという

か、導入みたいなのもあるようですので、そ

ういったものも検討しながらしていきたいと

考えているところであります。 

○東海林委員長 「14番岡田桂司委員」 

○岡田委員 あと一言言わせていただいて終わり

ますが、いろいろ見させてもらって、各地区

の図書館を見させてもらったときに感じたの

は、担当課だけの考えではない、町の姿勢と

いいますか、図書館を利用してとか図書館を

何々でというふうにして町の活性化に全部つ

なげていると私は思います。執行部の皆さん

においても、こういう部分ではこうしたらい

いんねがと積極的に、台数１台２台じゃなく

て、子供たちがみんなで見られるようなブー

スを造るとか、何かそういうふうにやったら

いいのではないかと。あまり言うと一般質問

に類しますけれども、町長、何か考えありま

すか。 

○東海林委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 子育て、教育のところというのは本
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当に一般質問でもいろいろなやりとりをさせ

ていただきましたけれども、図書館もその中

では大きな、子育て、教育施設として非常に

重要なものだと思います。その点、頭に入れ

ながら、私としても今後の町政の中で種々や

りくりさせていただければと思います。 

○東海林委員長 「14番岡田桂司委員」 

○岡田委員 終わります。 

○東海林委員長 以上で、14番岡田桂司委員の質

疑を終わります。 

   次に、「９番阿部恭平委員」 

○阿部委員 私から３点質疑させていただきます。 

   １点目は、110ページ、111ページ、９款１

項５目地域防災費の中の会計年度任用職員報

酬、いわゆる防災専門員配置に関することで

ございます。 

   防災専門員と各地区自主防災会との連携は

どのようになるのかをお聞きしたいです。例

えば、自主防災会と一緒に訓練あるいは計画

の見直しなどそういったことができるのかど

うかお聞きします。 

   ２点目が、同じページの９款１項５目地域

防災費ですけれども、今年度、来年度もそう

ですけれども、防災ラジオの配付ですとか防

災行政無線の内容を電話で聞けるようになる

とか、様々な防災に対する、災害に対する情

報収集、発信というのが盛り込まれているわ

けでございますけれども、そういった中で、

河北町にいない方あるいはラジオが聞けない

方もいらっしゃると思います。若い人なんか

はもちろんラジオなんか配付されないわけで

すし、そういったのを含めてＳＮＳを活用し

た、何か言うつもりはないですけれども、そ

ういった災害等の情報発信というような経費

あるいはそういうのが検討、そういうのは予

算に含まれているのかお聞きしたいです。 

   最後、３点目でございます。 

   122ページ、123ページの10款４項１目社会

教育総務費の中の成人式・はたちのつどい費

についてでございます。 

   こちらは令和２年と令和３年の２年分にな

るかと思うんですけれども、どういった内容

でする予定になっているのかお聞きします。 

   以上３点です。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 110、111ページの中で地域

防災費の会計年度任用職員の報酬につきまし

ては、委員のおっしゃる防災専門員の配置で

ございます。防災専門員につきましては、ど

ういった業務の内容となろうかと思いますが、

地域と連携をしながら地域防災力の強化に努

めていきたいと考えています。そのために、

具体的には自主防災会と一緒になって計画あ

るいは訓練なども行っていくようなことを想

定しているところでございます。連携といい

ますか、しっかりとそこは警察あるいは消防

等も含めて連携をしながら取り組んでいきた

いと考えております。 

   ２点目の防災ラジオに関連してということ

なんでしょうけれども、ＳＮＳの検討という

ことでありますが、防災ラジオにつきまして

は浸水想定区域の方に、あるいは来年度につ

きましては土砂災害警戒区域の高齢者に配付

を予定しているところでございます。若い人

につきましては、市販のラジオでも情報とい

うことでは得ることができますので、防災ラ

ジオ配付ならない方につきましては、例えば

地震とか災害のときに町から発信する情報に

つきましてはＦＭラジオにチャンネルを合わ

せていただければ町からの情報も聞くことが

できますので、ぜひそこはラジオをそのとき

につけていただければと思います。 

   なお、令和３年度の予算の中でＳＮＳに関

する予算ということでは盛り込まれておりま

せん。ただ、７月豪雨を契機に、消防団との

情報のやりとり、情報共有の中で、各自が持
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っているスマホ、携帯からの写真等を情報共

有することで、見える化、目に見えることで、

町と消防団併せてそういったＳＮＳの使用に

ついては実行しているところであります。 

   以上です。 

○東海林委員長 「宇野政策推進課長」 

○宇野政策推進課長 防災情報の発信ということ

では、まだＳＮＳはございませんけれども、

メールマガジンを配信させていただいており

ます。 

   これまで、町の情報、ふるさと納税、移住

定住、子育てといった分野についてさせてい

ただいておりましたが、これに加えて令和２

年度から防災の情報も流させていただいてお

ります。防災行政無線で流れた内容を随時そ

の都度メールマガジンの防災の分野で流させ

ていただいております。 

   今年度から始めたわけですけれども、今の

ところ140件ほど登録いただいております。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 122ページ、123ページの10

款４項１目社会教育総務費の中の成人式・は

たちのつどい費ですけれども、残念ながら令

和３年の成人式が延期になりまして、令和４

年の成人式のときに２学年分をやるというこ

とで予定しています。 

   開催のやり方ですけれども、同じ日に午前

と午後に分けてやるのか、それとも１日ずつ

分けてやるのか、もしくは２学年分まとめて

やるのかという方法もあるかと思いますけれ

ども、これらについては令和３年の実行委員

会を組織した中で、青年団等が入りますので、

そこで検討して実施したいと考えております。 

○東海林委員長 「９番阿部恭平委員」 

○阿部委員 それでは、防災専門員でございます

けれども、こちらは地域と連携して訓練とか

計画の作成もするということだったんですけ

れども、委員長にお許しいただきたいんです

けれども、総務費にも関連する事業がござい

ますので、質疑させていただいてよろしいで

しょうか。ありがとうございます。 

   それでは、防災専門員、防災計画とか訓練

にも協力、連携していくということだったん

ですけれども、２款１項１目一般管理費の中

の地域振興総合交付金で、従来であれば自主

防災会の防災計画の作成にそういった交付金

を使うことが可能と私は認識していたんです

けれども、計画の更新あるいは訓練には地域

振興総合交付金が適用可能なのかどうかお聞

きしたいです。 

   先ほどのＳＮＳの活用については、やはり

メールですとなかなか緊急性というものが感

じられない部分もございますので、あるいは

私なんかもそうですけれども、ＳＮＳ、ＬＩ

ＮＥ等のほうがすぐ見やすいというところも

ございますので、ぜひそこはＳＮＳの活用は

今年度中にできれば検討、試験運用なども見

据えてしていただければと思います。こちら

は意見です。 

   最後、成人式・はたちのつどいについてで

ございますけれども、令和３年度のうちに検

討委員会でどのようにするか詳細を決めてい

くということだったんですけれども、予算の

中では記念品代ということで盛り込まれてお

りまして、従来であれば成人式共済負担金と

いうことで、いわゆるイベントみたいな形で

催すような仕組みをつくっていたと思うんで

すけれども、この場合は、令和４年にする場

合はそういったイベント等々は特になく、小

規模的な、記念品を渡すような形を想定して

いるのでしょうか。以上です。 

○東海林委員長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 ２款１項１目

一般管理費の区長会費の中にございます地域

振興総合交付金の防災関係の事業ということ
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でありますけれども、現在でも防災訓練等を

行う区に対しまして補助金はあるということ

であります。計画を立てるというものはメニ

ューにはございません。 

○東海林委員長 「宇野政策推進課長」 

○宇野政策推進課長 ＳＮＳによる情報発信でご

ざいますけれども、これまで先進地の視察等

に行って研究をしてまいりましたので、来年

より具体的にＳＮＳを活用した情報発信がで

きるように検討してまいりたいと考えてござ

います。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 成人式・はたちのつどい費

で回答が漏れておりましたけれども、従来、

令和元年度までですとサハトべに花で式典を

終わった後に町民体育館に移動して、酒食を

伴う集話会をやっていたわけですけれども、

令和２年度、今年度からはその酒食の部分を

しないで記念品を渡すというふうに変更しま

した。このやり方を令和３年度以降も続ける

という予定で記念品代を盛り込んでいるとこ

ろでございます。 

○東海林委員長 「９番阿部恭平委員」 

○阿部委員 地域振興総合交付金についてだった

んですけれども、訓練は適用されると。今後

防災計画の更新には、もう一度確認なんです

けれども、防災計画の更新には使えないとい

うことでよろしいでしょうか。 

   今回災害を受けて、どういう人が動けると

か、どういう人に連絡すればいいのか、そう

いった綿密な計画の更新は必要かと思うんで

すけれども、それに伴う情報網の構築とかそ

ういったものにいろいろ経費なんかが地区で

かかる、防災会でかかるのかなと思うんです

けれども、そこをもう一度確認します。 

   成人式・はたちのつどいですけれども、も

う一度確認なんですが、令和３年度以降も記

念品のみと。令和４年度も５年度も、そうい

った飲食を伴うような、あるいはああいった

イベントをするような内容ではしないという

ことでよろしいでしょうか。 

○東海林委員長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 地区に対する

交付金の中の防災関係ということですが、委

員がおっしゃっている防災計画の更新という

のがどういったものを指しているか、はっき

り分からなくて答えて申し訳ございませんけ

れども、防災訓練の中身としては、実際に避

難誘導、安否確認、情報伝達、初期消火、救

命講習・訓練等というメニューがありまして、

その中の例えば地区内の情報伝達ということ

で、地区内で計画を立てるあるいは更新する

ということを防災訓練に併せてすれば、そう

いったことは訓練のほうで見ることができる

ということも言えるかと考えております。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 成人式・はたちの集いです

けれども、式典はサハトべに花でやって、そ

のまま、式典をサハトでやった後にサハトべ

に花ではたちのつどいということで、成人者

のスライドショーとかそういったものを一応

考えております。 

   酒食を伴うものにつきましては、近隣の成

人式もそうですけれども、基本的にあまりや

っていないというのが実情ですので、町でも

そういうものはやらない方向で考えています。 

○東海林委員長 「９番阿部恭平委員」 

○阿部委員 総務課長からご答弁ありましたけれ

ども、うまく訓練につなげられれば適用でき

るということでしたので、そういったことを

盛り込んで自主防災会への告知はどう行う予

定なのかお聞きします。もっと綿密に、こう

いうふうにできるんだよというのを要は伝え

てほしいわけですけれども、そういう告知は

どのように考えているのかお聞きします。 
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   同じく成人式・はたちのつどい費について

でございますけれども、他市町村がどうのこ

うのというよりかは、成人の皆様方がどうい

うふうに成人式・はたちのつどいをしたとき

に印象に残るか、もっと言えば、地元に帰っ

てきてよかったなと、一般質問に類するよう

になるかもしれませんけれども、やってよか

った、この町でこんなにいいことをしてもら

ったんだと、そういう印象が残ったほうが私

はいいのではないかと思っております。それ

が飲食を伴うものが、その手段が適している

かどうかはもちろん話が別のことではござい

ますけれども、そういった意味で、記念品と

いうことに特化するのではなくて、そこは検

討委員会でどうしていくのがベストかという

のを年度ごとに決めていったほうが、それは

成人の皆様にとってはいいのかなと思うとこ

ろでございます。 

   そこがなぜそう決めたのか分かりませんけ

れども、青年団の皆様も人数の減少というの

もあるんだと思いますけれども、私もちょっ

と経験させていただきましたけれども、大分

負担が大きいので、あれ自体も運営すること

も。青年団以外という手段もございますので、

もし人的な、する人が足りないのであれば、

そういうのもこちらに盛り込んで、今後の河

北町を担っていく若い人、成人のためには、

もうちょっと私は力を入れてというか、年度

年度に適したもののほうがいいと思うんです

けれども、最後にそちらお聞きします。 

○東海林委員長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 昨日の地域振

興総合交付金に対するお尋ねにつきましても、

除雪に関する新しいメニューということもお

答えしたところであります。また、今回地域

防災費でも、防災専門員の会計年度任用職員

でありますけれども、雇用ということで、先

ほど環境防災課長からも連携ということが出

ましたので、そういったことも含めまして、

まだ地区との話合いがよくできていない状況

でありますので、そういったことも含めて区

の要望ですとか聞きまして、今年度にできる

かどうかもちょっと期間というのはあります

けれども、話合いというか、ご意見をお聞き

して決めていきたいと考えております。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 成人式・はたちのつどい費

についてのご意見ありがとうございます。 

   今ご意見ありましたとおり、成人になる方

あるいは実施主体の青年団等々の意見をお聞

きしまして、よりいいものがあればそちらに

変えていきたいと考えています。 

○東海林委員長 「９番阿部恭平委員」 

○阿部委員 防災専門員につきましては、そうい

ったように地区の皆様とも自主防災会の皆様

とも今後どういった形であればよくできるの

かもよく検討していただいた上で進めて、防

災専門員の方とも協力していただければと思

います。 

   最後に、成人式・はたちのつどいも、より

成人の方と検討委員会、青年団も含めてです

けれども、そういった方とぜひ今後も協議を

重ねた上で、より成人のため、河北町のため

になるように進んでいただければと思います。 

   以上で質疑を終わります。 

○東海林委員長 以上で、９番阿部恭平委員の質

疑を終わります。 

   次に、「８番細矢誓子委員」 

○細矢委員 私から３点ほどお願いいたします。 

   第１点は、109ページ、９款１項３目消防

施設費、消火栓移転等工事負担金176万7,000

円ですけれども、この工事場所をお願いいた

します。 

   それから、121ページ、10款３項１目中学

校管理費、こちらも建築工事費717万3,000円、
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この事業内容はどのようなものか、そちらも

お願いいたします。 

   125ページ、10款４項３目図書館費、図書

館備品、先ほど14番委員からもご質問ござい

ましたけれども、書籍落下防止装置設置事業

130万7,000円ですけれども、これは私たち委

員会が図書館を視察に行ったときに、図書館

で働いている方が図書の整理をするときに、

閉架書庫の作業をするときに地震になって上

の書籍が倒れてくる不安がとても大きいとい

うことを語られていましたので、ぜひこれは

お願いしたいということを委員会でも申し上

げたと思いますけれども、これが実施された

というので大変高く評価しております。 

   その図書館のことですけれども、これはち

ょっと意見になってしまうのかなと思うんで

すけれども、図書館の入り口のことをちょっ

とお願いしたいなと思ったんです。 

   図書館の入り口の表示ですけれども、サハ

トの南側の入り口のそばに図書館の入り口み

たいなのがあるんですけれども、初めて来た

方は入り口がどこだかよく分からないという

ことをよく聞かれるんです。そこで、ここが

入り口ですよという表示を何か別な方法、も

っと入り口の表示だけ前に出てくるようなこ

とにはならないのかなというので、ちょっと

意見として申し上げたいと思うんですけれど

も、その３点でよろしくお願いします。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 109ページの防災施設費の

消火栓移転等工事負担金に関してでございま

すが、場所につきましては荒町西地内、河北

中学校の南側、道路沿いの場所でございます。 

○東海林委員長 「大泉課長補佐兼管理係長」 

○大泉学校教育課長補佐兼管理係長 120ページ、

121ページ、10款３項１目の建築工事になり

ますけれども、内容につきましては、中学校

の体育館の暗幕、それから高窓が現在修繕し

ないといけないような状況になっております

ので、そちらの内容になります。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 10款４項３目図書館費に絡

んで、図書館の入り口への分かりやすい表示

というか、看板というか、ご意見だと思いま

すけれども、今後検討していきたいと思いま

す。 

○東海林委員長 「８番細矢誓子委員」 

○細矢委員 図書館の入り口のほうよろしくお願

いします。これは町民の方の願いでもありま

すので、どうぞ真摯に受け止めていただきた

いと思います。 

   消火栓の移転等ですけれども、この事業と

いうのは毎年出てくる事業であるかと思うん

ですけれども、こういうのは定期的に、例え

ば計画的に何年置きに何とかという事業なの

でしょうか。それだけです。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 消火栓の設置につきまして

は、町内の水利の確保をするために、必要な

ところに消火栓の設置をするわけですが、毎

年といいますか、必要なところにしますので、

必ず毎年１か所とか２か所ということではな

く、たまたま工事が必要になって消火栓の移

設が必要になるというところもあります。ま

た、水利的に確保していないところには新設

で、あるいは道路工事のために移転が必要、

移設が必要だというところにつきましては必

要な箇所にということで、必要に応じてとい

うことであります。 

○東海林委員長 「８番細矢誓子委員」 

○細矢委員 分かりました。先ほど成人式の質問

もありましたので、そちらはよく分かりまし

た。終わります。 

○東海林委員長 以上で、８番細矢誓子委員の質

疑を終わります。 

   次に、「７番石垣光洋委員」 
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○石垣委員 114、115ページ、10款１項６目、Ｉ

ＣＴ教育推進費、ＩＣＴ業務支援委託料

1,398万7,000円とあります。４校当たり１人

のＩＣＴ支援員だと思うんですけれども、教

育委員会では、募集、配置等を計画なさって

いると思いますけれども、こう言ってはなん

ですけれども、適切な人はめどがついている

のかお伺いしたいと思います。 

   日常的な教育のＩＣＴ活用の支援とか業務

事業計画の作成支援、ＩＣＴ機器の準備、操

作支援、校務システム活用支援、メンテナン

ス支援、研修支援等々、業務が多岐にわたり

ますけれども、スムーズな配置はできるのか

お伺いしたいと思います。 

   次に、132、133ページ、10款５項４目給食

センター費、広域炊飯施設建設負担金63万

6,000円、これについては広域連携のときに

も説明を受けましたけれども、ここでも質問

したいと思います。 

   山形市と周辺自治体の計８市町が共同で学

校給食向けの大規模な炊飯工場を整備する計

画ということで伺っております。山形市は、

2021年度一般会計当初予算案に事業費約11億

4,000万円を計上したとのことですけれども、

ほかに事業に参加するのは、上山市、寒河江

市、村山市と山辺町、中山町、河北町、大石

田町とのことです。2022年度の稼働を目指し

ており、整備運営費は各市町が負担する予定

だと思いますけれども、１日最大３万食を８

市町に提供するとのことです。米飯は学校給

食会が取りまとめて民間業者に発注する仕組

みということでの説明は受けました。 

   今後の町の負担金、河北町の負担金は事業

規模に比べて今回の予算案では少ないと思う

んですけれども、今後負担する予定額を示し

ていただきたいと思います。 

○東海林委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 初めにありましたＩ

ＣＴ支援業務委託料についてなんですけれど

も、支援員の配置については、今ＧＩＧＡス

クールサポーターという配置をしているとこ

ろなんですが、その経験は教育委員会にある

んですけれども、こちらの支援員についても

入札をした上で適切な業者の業務委託を考え

ているところです。 

   ＩＣＴ支援員を実際に行っているところと

いうのが、１年前とか２年前とかに比べると

世の中大分変わってきまして、入ってくる情

報も大分変わってきて、増えています。入札

に関わってくる業者が数社あるということは

それだけ支援員を必要としているところが数

多くあるということでもあるんですけれども、

スムーズな配置ということで見込みを持って

いるところです。来年度はスムーズに配置し

て支援を開始したいと考えております。 

○東海林委員長 「齊藤課長補佐兼学校給食セン

ター所長」 

○齊藤学校教育課長補佐兼学校給食センター所長  

   広域炊飯に関してのご質問ですが、こちら

に関しましては、先ほど石垣委員がおっしゃ

ったとおり、事業内容も山形市で11億円強と

いう予算を立てているところです。 

   今年度の負担金に関しましては、算出の仕

方といたしまして構成市の食数割ということ

で考えております。そうしますと河北町の場

合ですと大体６％弱ぐらいのシミュレーショ

ンではそのようなことになっております。 

   令和３年度に関しましては、令和２年度中

に行われた実施設計に係る分の負担というこ

とで予算の要求をさせていただいております。 

○東海林委員長 「７番石垣光洋委員」 

○石垣委員 まずＩＣＴ支援員についてですけれ

ども、先ほど答弁の中でＧＩＧＡスクールサ

ポーターということでありました。これはＩ

ＣＴ事業がなるまでの間だと思いますけれど

も、タブレットが入ってきた後はＩＣＴ支援
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の能力いかんだと思いますので、今の答弁で

は入札等で選ぶということでしたけれども、

適切な業者の選定をお願いしたいと思います。 

   令和元年、2019年12月の文部科学大臣のメ

ッセージでは「子供たち一人一人に個別最適

化され、創造性を育む教育ＩＣＴ環境の実現

に向けて」というメッセージ文の中で令和時

代のスタンダードとしての１人１台端末環境

ということがあります。Society5.0時代に生

きる子供たちにとってＰＣ端末は鉛筆やノー

トと並ぶマストアイテムということからずっ

とあります。 

   今回支援員は入札で行われるということで

したけれども、その入札後、ＩＣＴの学び合

いの活動についてはどう考えているのかお伺

いします。 

○東海林委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 まずＧＩＧＡスクー

ル構想についてなんですけれども、１人１台

タブレットを配備するということの前になん

ですが、ＧＩＧＡスクール構想の主となる考

え方については、委員おっしゃるとおり、１

人１アカウントを要するということがありま

す。学校でもタブレットがあって、家にも持

ち帰るようにしてと考えているんですが、ア

カウントを持てばそのタブレットでなくても

自分の私書箱を持つということになります。

ＧＩＧＡスクールサポーターと教育委員会で

一生懸命取り組んでいるのがその運用である

とか管理であるとか、子供たちが有効に使え

るようにルールづくりであったりマニュアル

づくりであったりということを今一生懸命学

校とも相談しながら進めているところです。

間違った使い方とかにならないように、学校

でも家庭でも使えるように準備を整えている

ところです。 

   具体的に言いますと、タブレットの中に入

れようとしているものは、個別学習に関係す

るものとしてはｅライブラリーアドバンスと

いうものを考えております。さらには、学校

で共同学習に使えるように用意しているのが

ロイロノートというのも準備しているところ

です。以上です。 

○東海林委員長 「７番石垣光洋委員」 

○石垣委員 文科省で出しているＰＤＦを読むと

ＧＩＧＡスクールについての資料がいっぱい

出てきます。その中で、タブレットについて

は、すぐにでもどの教科でも誰でも使える、

あるいは１人１台を活用して教科の学びを深

める、教科の学びの本質に迫る、１人１台を

活用して教科の学びをつなぐ、社会課題の解

決に生かす、こういうタブレットを使った場

合のメリットがいろいろ載っております。こ

ういうことに向けて、より一層使い方あるい

は教育の仕方について、子供たちに指導して

いただきたいと思います。 

   このタブレット、メリット・デメリットあ

ると思いますけれども、最大のメリットは何

だと思いますか、質問したいと思います。 

○東海林委員長 「石山教育主幹兼指導主事」 

○石山教育主幹兼指導主事 最大のメリットは、

一人一人の学びに合わせたタブレットの活用、

主に３タイプ、この活用の仕方ありまして、

１つは、今まで資料提示するのに使っていた

ＩＣＴ機器の範囲がぐっと広がって、ズーム

やアップなどいろいろな資料提示の仕方が考

えられます。２つ目に、個別学習で使うタブ

レット、一人一人の進度に応じた、学習進度

に応じた学習の進め方、それからもう一つは、

共同学習で使うタブレット及びＩＣＴ機器と

いうことで、教室の中で子供たちの考えを出

し合ったり聞き合ったりというところにスム

ーズさが生まれてくると思います。 

○東海林委員長 「７番石垣光洋委員」 

○石垣委員 終わります。 

○東海林委員長 以上で、７番石垣光洋委員の質
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疑を終わります。 

   ここで、昼食のため、午後１時まで休憩と

いたします。 

     休 憩  午前１１時４４分 

     再 開  午後 １時００分 

○東海林委員長 休憩を解いて予算審議を再開し

ます。 

   ９款から14款までの質疑を続けます。 

   次に、「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 それでは、私から１点だけ質問させ

ていただきます。 

   109ページ、９款１項１目、消防団の出勤

手当に関して質疑させていただきます。 

   今回の改定で１日1,000円から1,350円とい

う内容で改定なりました。また、４時間を超

えると2,000円何がしという内容で改定なり

ました。この改定に当たって、多分いろいろ

な内容で調査検討し、議論を重ねてこの数字

になったのかなと思っております。 

   そこで、私がちょっとお伺いしたいのは、

まず４時間を超える場合はという内容で、こ

こで一つ区切りをつけたと。４年前の山火事、

16時間連続勤務に当たった方、また昨年の水

害、36時間連続で出動した、そういう大災害

と通常の演習、訓練、実務という内容のすみ

分け等をどのように考慮し、今回改定された

のかなと思っております。 

   消防団員が当初565人から今回515人に改定

されました。なおかつ実質消防団というのは

475人という数字で40名マイナスしていると

いう内容で、その辺のところをしっかり見極

めしていかないとますます厳しくなるのかな

と感じている次第です。 

   昨日も東根市で痛ましい住宅火災で女性の

方が亡くなっております。焼死しております。

非常にやはり消防団の活動というのは重要視

されるべきかなと思っています。 

   それで、今回の質問に当たり、河北町消防

団第一分団第一部、これは荒町関係、南、中、

北、高関３地区、旭町、山王が入って編成さ

れている28人の部隊の１年前、まだ令和２年

度は総会資料が完成していませんので、その

前の資料をお借りいたしましたところ、かな

り拘束時間があるんですね。その拘束時間と

いうのがどういう内容で、今回の改定に含ま

れているのか、そういったところの意味合い

も含めてお尋ねしたいと思っています。 

   ちなみに、第一分団は28名なんですが、部

長以下28名、昭和43年の方が一番最年長で50

歳です。50歳を過ぎると団員は卒業という形

になると聞いております。そして平成７年生

まれの方が一番新しい団員ですよと。 

   かなり拘束があって、例えばこれは令和元

年４月１日から令和２年３月31日までの事業

報告という内容で、簡単に読み上げますと、

４月７日、西里地内のアパート火災に出勤し

ました。４月７日、春季予防の査察を一部、

管轄一円でやりました。４月８日、春季防火

キャラバン隊でやりましたと。４月14日から

25日までは小型ポンプの操縦訓練、これは部

長、班長の応援を得て中央公園でやりました。

４月14日、班長以上及び新入団員訓練という

内容で、溝延小学校グラウンドでやりました。

４月28日、春季消防演習総会、これは河北中

グラウンドでやりました。５月12日、田井地

区で火災があって出動しました。６月２日、

ポンプ性能検査を槙川でやりました。６月５

日、豪雨増水、巡回しました。６月18日、地

震の巡回。８月４日、西村山支部操法大会、

これは西川町。８月４日、地震の巡回。８月

18日、水防訓練。９月29日、ホースの耐圧検

査。10月12日、台風巡回。10月13日、台風増

水対策、最上川。10月20日、旭町、かすみ町、

東町防災訓練。10月27日、河北町防災訓練。

11月７日、溝延地内で火災があって出動。11

月９日、秋季防火キャラバン。11月10日、秋
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季予防査察。11月17日、消火栓標示板交換取

付け。11月24日、高関地区防犯講話。２月18

日、部長、班長研修会。３月31日、建物火災、

所岡地内と、かなりあるんですよね。 

   こういう実態の中で、やはり消防団の勧誘

というのは皆さん多分敬遠されるんじゃない

かなと思います。大半が志高く持ってこの町

を守るという内容で一生懸命やっていただい

ている方ばかりなんですが、今回の改定にし

ても、上げてはいただいていますが、こうい

う現実からまだまだかけ離れている金額なの

かなと思っています。ボランティアだけで消

防団の実務はできないんじゃないかなと思っ

ています。 

   消防団の団員には年額報酬ということで年

間１万6,500円という内容が支払われていま

す。この１万6,500円というのはどういう目

的を持ってお支払いして、今回の改定という

のがどういう形になっているか、その辺のと

ころをお聞かせいただきたい。 

   今回の豪雨水害で最上川地内の市町では、

例えば大江町、1,000円を2,000円にしますと

か様々上げているところは確かにあります。

私は金額的なものよりも、消防団の士気が上

がるような取組が河北町として、今はできな

いけれども来年はここまでだと、そういうこ

とが、団員と町と消防団を運営している団長、

班長、大幹部という内容で段階的に組織がご

ざいますが、その辺のところが一体となって

次の災害に備えるという内容の経過が必要じ

ゃないかなと思っている次第です。 

   明日火災が来ますよというのは分からない

し、地震も分からない。仕事をなげうって来

なくちゃいけないということを考えると、こ

れは個人が消防団に入ったからという内容じ

ゃなくて、社会的にも勤めている勤務先にも

そういったことがよく受け入れられるような

環境づくりというやつをやっていかないと、

個々の消防団員では手出しができないのかな

と思っています。間違いなく大災害というこ

とが近年起きていますので、町としてどうい

う願いを込めた今回の改定なのかということ

を含めてお伺いしたいと思います。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 109ページの非常備消防費

の団長ほかの報酬、謝礼については、出場手

当等でございます。 

   初めに、出場手当につきましては、いろい

ろな山火事があり、訓練がありということで

ご紹介をいただきました。火事あるいは水害

に対応するように日々訓練が必要であります

し、きびきびとした行動を取るための訓練も

含めて、春先は特に訓練を行っております。

春季消防演習をはじめとしてそのための訓練、

またいざというときに放水活動がスムーズに

できるようにということで、訓練、ホースの

点検等もポンプの点検等も行っているところ

でございます。 

   こういった訓練あるいは実際に火事の現場

に行くときにということで、そういった手当

ということで、出動手当が１回当たり1,350

円ということで計上しているところでござい

ます。４時間を超えるということでその倍額

の2,700円となるわけですが、通常訓練等で

あれば半日ぐらいの訓練、研修等でございま

すけれども、山火事あるいは火災の現場にお

いては最終的に鎮火するまでその地区の分団、

部としては見届けの必要がありますので、４

時間を超えることもあります。そういったこ

とで、束縛される、拘束される時間、４時間

を超えることがありますので、そのときには

倍額ということで2,700円の手当としている

ところでございます。 

   通常の訓練あるいはいろいろな広報活動に

つきましては４時間以内の行動でありますの

で、４時間までと４時間を超えるというすみ
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分けでございます。 

   なお、山火事等、火事の種類によって本当

に住宅火災あるいは山火事等で数時間という

よりも数日間にわたるような火事のときもあ

るわけでございまして、そのときには十数時

間という勤務になることもあります。ただ、

消防団とも協議、話をした中で、１人当たり

勤務する時間というのは一般的に８時間労働、

労働で言うと失礼かもしれませんが、超過勤

務になるとその分適切な行動ができなくなる

こともありますので、そこは交代制を取りな

がら、しっかりと８時間を超えることのない

ような交代制もやっていこうということで、

４時間を超え８時間、じゃ８時間を超えたら

どうするのかということではなく、数時間、

何十時間と勤務することのないよう交代を考

慮した中で４時間までの手当と４時間を超え

８時間までというすみ分けでございます。 

   50歳以上のということもありますが、消防

団に定年ということではなく、大体20年ある

いは25年という中で体力的なところもありま

す。山火事ですと体力的なところもあります

ので、消火活動、活動に支障を来すような、

あるいは職場の勤務状態によってどうしても

退団せざるを得ないというところで退団する

ということになっているかと思います。年齢

ということではなく、体力に応じて、一人一

人の差があるわけですが、できる限り地域を

守る消防団員としてお願いをしているところ

であります。 

   年報酬の目的ということでは、一般団員に

ついては委員おっしゃった１万6,800円、班

長、部長等々、年数といいますか、階級によ

って少しずつ上がっていくわけでありますけ

れども、年間何事もなければいいわけですが、

そういった防火体制、訓練等も含めていろい

ろな予備知識、勉強等も必要でありますので、

年間の報酬、また１回出動すればという出場

手当という考えでございます。 

   地域を守る消防団として、多くの方に加入

していただきたい、入団していただきたいと

いうこと、団員と共に広報活動をしているわ

けでありますけれども、仕事の都合でなかな

かできないということもあり、今定数には達

していない状況でありますが、広く呼びかけ

ながら仲間を集めていこうということで努力

してるところでございます。 

○東海林委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 私が今話しした第一分団というのは、

実によく消火演習とか様々なやつをやり過ぎ

るぐらいやっている団員なんですよね。頑張

っていらっしゃるんですよ。このほかにも例

えば消火栓の周りの除雪をやりましたとか、

消火栓に行くまでのところをきちんとやりま

したとか、これが何か所もあるわけですよ。 

   そういう苦労を考えたときに、拘束時間が

とにかく長いと。こういったところを少し何

か緩和するような策を見つけてやっていかな

いと、新しい団員の獲得というやつはまず無

理なんじゃないかなと私自身は思うんです。

40代50代の方というのは我々先輩から教えら

れてきたからお互いさまだという内容で協力

姿勢というやつは非常にあるわけなんですが、

20代30代というと遊びたい盛りですよ。子供

ができれば、お父さんどこか連れていってと

いう内容で連れていかれますよ。それが土日

にこういう訓練が入ることによって犠牲にな

っちゃうわけですよね。訓練ですから、１人

が欠ければ、ホースを転がしていく人が欠け

ちゃったらこれ誰すんのとか。そうすると何

となく自分にそういう視線が向いてくるので、

休むに休めない。そういうことも多々あると

お聞きしております。 

   今回改定していただいたという内容で多少

なりとも条件的には処遇改善につながったの

かなとは思いますが、根本的な問題というの
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はそういうところを少しずつ拾い上げて改善

に持っていかないと、私は、毎年毎年、団員

が少なくなってきましたと、そういうことに

つながってくるんじゃないかなと非常に危惧

をしている次第です。 

   副町長、この辺のところの今後に向けてど

のようにしたらいいかという何かビジョン的

なものがあればお聞かせ願いたいと思います。 

○東海林委員長 「河内副町長」 

○河内副町長 このたび令和３年度の当初予算に

おきまして、消防団の皆様のこれまでのご労

苦に対してその手当といいますか、非常に金

額的には低いというような状況があったとい

うことで、５番委員から以前ご指摘もいただ

いたところでございます。 

   また、相次ぐ災害ということで、水害であ

ったりあるいは豪雪による被害調査などとい

った、これまでにあまりなかったようなこと

も頻繁に起きるようになってきております。 

   そういったことで、今回、消防団員の皆様

の報酬の引上げということにさせていただき

ましたが、そんなに頻繁にこれまで改定して

きたというものでもございませんし、今後何

年も10年もそのままにしていくという考えを

持っているわけでもございません。社会情勢

といいますか、役割と責任といったものも考

え合わせますと、現在の消防団の皆様のご労

苦に対してこの金額でいいのかというのは常

に考えていかなければいけないと考えている

ところでございます。 

○東海林委員長 「５番吉田芳美委員」 

○吉田委員 とにかく消防団の方がいろいろ手だ

てを考えて、どういうふうにしてこの町を守

るかという内容で真剣になって様々な点検活

動を目にするにつけ、毎年毎年何か一つずつ

向上に向けて報いてやらないと駄目なのかな

と思っております。そして、団員が少なくな

ってきているという内容が現実問題としてあ

るわけですから、補うことは何なのかという

内容で考えていかないと駄目だと思います。

自主防災組織という内容にも絡んでくるわけ

なんですが、町の防災体制全般にかかってく

る、要となる現役部隊だと私は思っています

ので、その辺のところをしっかりと踏まえて

次のステップにやっていただけるような施策

を打っていただければと思います。 

   以上、質問を終わります。 

○東海林委員長 以上で、５番吉田芳美委員の質

疑を終わります。 

   次に、「１番丹野貞子委員」 

○丹野委員 私から３点お願いいたします。所管

なんですけれども、よろしくお願いします。 

   １点目は、102、103ページ、８款３項１目

の樹木管理委託料です。昨年の９月定例会で、

桜並木のことですけれども……。 

○東海林委員長 丹野委員に申し上げます。８款

は既に質疑を終えていますので、９款からお

願いします。 

○丹野委員 すいませんでした。いもこ列車は、

104ページ、大丈夫ですね。失礼しました。

これも終わったんだっけか、ごめんなさい。

もう一つあります。10款、大丈夫ですね。 

   10款１項２目の谷地高校応援の50万円と創

立100周年記念事業のことですけれども、谷

地高校の今年の入学希望が２クラスに満たな

い希望だったようで、本当に残念なんですけ

れども、まず一つは、谷地高校の応援と創立

100周年記念事業、応援は分かるんですけれ

ども、100周年記念事業に対しての補助はど

のような形で何をということを一つお聞きし

ます。 

   それから、２つ目は、３月１日に谷地高の

卒業式だったんですけれども、町から町長と

私が議長代行で初めて谷地高の卒業式という

厳かな式に参加させていただきました。そう

したら、120名の卒業生だったんですけれど
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も、本当にすばらしかったんですが、始まる

前と終わった後、校長室で接待というか、お

茶を頂きまして、そのときに、始まる前は校

長先生から町長に対して、水害のときにボラ

ンティアをしたんだということで、町長も式

のときに谷地高校の卒業生の皆さんにボラン

ティア活動ありがとうございましたと言って

おりました。その後でまた職員室でお茶をご

ちそうになったときに、今後の谷地高校と町

との関わりということを校長室で町長と校長

先生がお話をしていらっしゃいました。私は

違う方としゃべって、半分聞いていたんです

が、何かよさそうな話をしていたので、谷地

高校も今後町に対しての関わりというものを

何かやっていかなくちゃいけないみたいな話

をなさっていたんですが、今後谷地高校と河

北町とのつながりを持っていく上でよさそう

な話だったなと思ってお聞きしていたので、

その内容をお聞きしたいと思います。 

   また、議員と語る会でも谷地高校と交流を

していて、町のことなどにも、谷地高生全部

ではないですが、そういうことにも興味を持

っていただいているということで、今後も谷

地高校が存続できるように、何か町でできる

ことがあったらいいなという思いでお聞きし

たいと思います。１つお願いします。 

○東海林委員長 「大泉課長補佐兼管理係長」 

○大泉学校教育課長補佐兼管理係長 114ページ、

115ページ、10款１項２目の県立谷地高等学

校創立100周年記念事業実行委員会補助金に

なりますけれども、こちらにつきましては金

額は100万円というものになりますけれども、

補助の内容につきましては記念事業の中での

記念式典それから記念誌に補助をしていくよ

うな形を予定しております。 

○東海林委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 何月議会だったかはちょっと定かで

ないんですけれども、一回お答えの中で、ど

なたの議員だったかあれですけれども、お話

ししたんですけれども、初めての試みとして、

今年度前半だったと思いますけれども、私と

教育長と、私が呼びかけまして、河北中学校

の校長先生、谷地高の校長先生、あと主幹に

も入っていただいて、河北中と谷地高といろ

いろな意味で連携していきたいねという話を

しました。そういった意味で、こういったメ

ンバーでちょっと話し合いたいので、できれ

ば年２回ぐらい話合いを持っていきたいねと

いうことで呼びかけさせていただいた経過が

ございます。 

   そのとき河北中の校長先生も谷地高の校長

先生も真剣に考えていただいて、いろいろ学

校が抱えている現状、河北中でいえばこれか

らコミュニティスクール制度も入ってまいり

ます。谷地高としても２学級になって、去年

はかろうじて80名確保できましたけれども、

根底として、１学級になってからでは遅いと、

何とか少なくとも２学級、できれば、これは

皆さん同じ認識なんですけれども、町内から、

具体的には申し上げませんけれども、地元に

谷地高校、いい高校あるじゃないかと、親御

さんも自信を持って子供さんに、子供さん方

も谷地高というものを有力な高校として位置

づける。そういった意味でいうと、やはり進

学は基本にはお子さんの、保護者もあります

けれども、選択になりますので、いろいろな

支援とかなんとかというのはありますけれど

も、やはり魅力づくりだよねというところで

す。そういった意味で、どういう切り口で魅

力づくりを進めていくか、そういった切り口

として問題意識を寄せたというのが第１回目

です。２回目はちょっといろいろ日程的にも

ありまして今年度は行っておりません。２回

目はやっておりません、ぜひまたやりたいな

と思っているんですけれども。 

   そのときいろいろ出た話をあの場でフォロ
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ーしていた状況であります。 

   ポイントとしては、やはり魅力づくり、そ

の魅力づくりという点でいうとやはり学習面、

進学面、どういった観点があるか、あと部活

動、部活動というのはスポーツもあれば文化

もあります。そういった意味で取り組んでい

こうということで、問題意識をまず、町長と

教育長と谷地高と河北中、この四者で河北中

の子供さん方にもっともっと谷地高を知って

いただく、いいところを知っていただく。谷

地高としても、当然山形、いろいろなところ

に谷地高の校長先生がアプローチしています。

谷地高で学ぶ環境としてアピールされていま

すけれども、やはり地元の河北中とうまく連

携してやっていくということがベースにあっ

て、できれば山形からも受験してもらえるよ

うな谷地高にしていきたいねという話であり

ます。残念ながら、今年、山形からの受験者

はいなかったということがあの場で話になっ

ておりますけれども。 

   そういった意味で、地域との関わり、あと

それぞれの中学校、高校の学習、部活、スポ

ーツ、文化両面での相乗効果、あといろいろ

な郷土愛醸成、できれば河北中から谷地高に

入って、谷地高からさらに進学あるいは就職

して、そして河北町で将来とも活躍していく

んだ、そういう流れを、これだけコンパクト

な町に１万8,000人規模の人口がいて、中学

校は河北中１つで今やっています。そういっ

た意味でいうと非常に力のある中学ですし、

それと一緒に、２学級にはなりますけれども、

谷地高とタイアップして、地域との関わり面、

学習面、部活動面、幅広く中学校と高校が連

携した、現状を寄せ合いながら、例えば英語

教育あるいは数学、あるいは部活、文化活動、

そういったところの切り口を見ながら、でき

るところからやっていければいいよねという

ような話をしているところです。 

   もう１点なんですけれども、あそこで話題

になったのは谷地高の文化祭なんですけれど

も、去年はコロナで、令和２年度は私は行け

なかったんですけれども、令和元年度の谷地

高の文化祭に行きました。そのとき本当に生

徒の皆さん、実行委員会を中心に一生懸命や

っていらっしゃいました。ただ、やはり山形

とか複数の学校が、いっぱいいる学校の学園

祭というのはすごいにぎわっていて、子供た

ちも本当に、地域の人も含めて、他校との交

流も含めて非常に一大イベントみたいな形、

東西南北交流みたいな、同じ日にセッティン

グしたから。 

   そういう中で、実は知事と町長も入った、

どんがホールで若者とのミーティングがあっ

たんです。そのとき谷地高の実行委員会の女

子生徒が、河北中から谷地高の文化祭に来て

もらったと、来てもらったんだけれども、後

輩が多分山形のような文化祭をイメージして

いたんだと思います。一生懸命やっている生

徒さんたちには申し訳ないんですけれども、

生徒さんが一生懸命やっている割には中学生

にとってみるとイメージしていたような文化

祭ではなかったと、そういった意味で実行委

員として非常に、どうしたらいいかなという

ことで考えなきゃなんないと思っていますと

いうような話があって、そのとき地域創造青

年会議のメンバーとかいろいろ若い方がいた

ので、やはりみんなで河北中も町民も谷地高

の文化祭もっともっと盛り上がるように応援

したいよねと、今日のミーティングを機会に

谷地高の文化祭の応援団でもつくらないかと

呼びかけた経緯もあるんですけれども。 

   そういった形で中学と谷地高とうまく連携

したものをやっていきたいということで、ま

ず一回始めたところを今後につなげたいとい

う意味であの場でいろいろ話したと思います。

ここはしっかり継続してやっていきましょう
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という共通認識はあると思いますので、継続

していきたいなと。そして、谷地高の魅力づ

くり、河北中とのいい連携、そして河北中も

力のある中学として発展していけるようにと

いうことで考えていきたいと思っているとこ

ろであります。 

○東海林委員長 丹野委員に申し上げますが、谷

地高の今後の将来の展望については別な機会

に一般質問ということにさせていただくとい

うことでよろしいでしょうか。（「分かりまし

た」の声あり）質疑を続けてください。 

○丹野委員 今の話を、今後谷地高に子供さんが

入学希望していただくためにはそういうこと

が大事だなと思って、町長が先生と話したこ

とを皆さんにお話ししていただきたかったの

で、終わります。 

○東海林委員長 以上で、１番丹野貞子委員の質

疑を終わります。 

   次に、「３番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 私から５点ほどありますけれども、

お願いします。 

   まず１点目ですけれども、108、109ページ、

９款１項３目の土木工事ということで、防火

水槽撤去工事ということで、塩之淵地内の防

火水槽、土地所有者からの申出により撤去と

いうことで、具体的な理由はどういうことな

のかお聞かせいただきたい。 

   ２点目ですけれども、110、111ページの９

款１項５目、会計年度任用職員ということで、

先ほどもありましたけれども、提案理由の中

に、災害対応体制の強化として防災専門員を

１名配置し、自主防災組織の育成強化、避難

所運営マニュアルの整備を行う費用及び災害

対応力強化訓練を行う費用を計上ということ

で、これも一つの目玉なのかなと、組織改革

で、去年の風水害を受けて、これからのいろ

いろな危機管理の在り方という点で私は非常

に評価しております。本来であれば正職員と

いうことで雇えれば一番いいんですが、まず

は任用職員ということで、フルタイムという

ことで考えてよろしいのかどうか。 

   それから、自主防災組織との関係性となれ

ば、平常の時間勤務外での時間外というのは

かなり増えてくるのかなと、あと訓練なんか

も土日とか、どうしても平日ではできない部

分もあるので、その辺の時間外の部分という

のはどの程度見ているのか、かなり負担にな

るのかなという感じするんですが、その辺ど

う考えているのかお聞かせいただきたいと思

います。 

   それから、同じ９款１項５目の印刷製本費、

避難所マップということで、これも配付した

いということなんですけれども、大体どんな

ものを想定しているのか、大きさとか配付時

期とかその辺詳細をお聞きします。 

   それから、同じ９款１項５目の防災ラジオ

の配付、令和２年度は洪水ハザードマップの

浸水想定区域の高齢者にラジオを配付したん

ですが、令和３年度は土砂災害警戒区域の高

齢者を対象に配るということなんですけれど

も、どのぐらいの台数を予定しているのかお

聞かせいただきたいと思います。あと配付、

いつ頃まで配付するのか。 

   それから、最後ですけれども、これも先ほ

どありましたけれども、132、133ページ、10

款５項４目の広域炊飯施設建設費負担金とい

うことであります。先ほど食数割といいます

か、５％から６％ぐらいということで、令和

３年度は実施設計分の負担金ということでの

63万6,000円ということだったと思うんです

けれども、今後建設費が先ほど７番委員が言

ったように11億数千万円ということで、これ

の負担金となるとまたかなり金額が大きくな

ってくるのかなと思うんですけれども、その

辺の見通しですね、先ほど７番委員が聞いた

んですけれども、答えがなかったようですの
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で、ぜひその辺も長期の見通しも含めて教え

ていただきたいと思います。 

   以上お願いします。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 最初に、109ページで土木

工事費、消防施設費の土木工事費の中に旧防

火水槽の撤去工事を予定しているところでご

ざいます。令和２年度、今年度、塩之淵に防

火水槽を１基新設いたしました。そのために、

これまで使用していた防火水槽を撤去すると

いうことでございます。これまで使用してい

た旧公民館の防火水槽があったわけですが、

町内会で旧公民館跡地を民地といいますか、

売買があって、そこに住宅も張りついたとこ

ろでございます。そんなことで、不必要にな

った防火水槽を撤去するということでござい

ます。申出によって今回撤去するものであり

ます。 

   次に、111ページになりますが、地域防災

費で会計年度任用職員の補充、これは防災専

門員１人分でありますが、週５日フルタイム

といいますか、時間的には９時から夕方４時、

９時から４時の時間で６時間の勤務を想定し

ているところでございます。特に地域の方と

の話合い、協議となりますと土日なども出て

くることも想定しています。ということで、

時間外ということでも費用弁償の中に盛り込

んでおります。30時間ほど見込んでいるとこ

ろでございますが、その中で対応を考えてい

きたいということでございます。 

   同じページで印刷製本費の中に避難所マッ

プの印刷製本を予定しているところでござい

ます。大きさとしてはＡ２判ですか、Ａ２の

両面カラーを想定しているところでございま

す。避難所につきましても、これまでの避難

所から水害のハザードマップを作成するに当

たり、100年に一度から1000年に一度という

ことで避難所の想定も変わってまいりました。

そんなことで、改めて避難所の位置、配置が

分かるように印刷製本して全戸配付を考えて

いるところでございます。 

   防災ラジオということでございますが、同

じページ、111ページで視聴覚用品に当たる

ところが防災ラジオの購入費でありまして、

今年度、令和２年度に土砂災害警戒区域のハ

ザードマップを作成し、そこに該当する高齢

者の方ということで、70人弱でございます。

予備も含めて70台を想定して予算化している

ところでございます。 

○東海林委員長 「齊藤課長補佐兼学校給食セン

ター所長」 

○齊藤学校教育課長補佐兼学校給食センター所長  

   132、133ページの広域炊飯施設建設費負担

金でございますが、先ほどは令和３年度当初

予算の要求の説明だけさせていただきました

が、今後の負担について説明をさせていただ

きます。 

   こちらに関しましては、ただいま構成市の

８市町と会議を重ねておりまして、その中で

話し合っているところが、今後協定書の締結

を取り交わす必要があるのではないかという

ことで話し合われております。 

   それで、建設に係る費用の財源としまして、

交付金や地方債などを充てるということにな

っておりますので、地方債の償還期間20年と

いうことで、それを目安に建設費を分割して

いくということで、今協議されているという

ところでありまして、金額まではまだ示され

ていないところであります。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 先ほど防災ラジオの件で、

いつ頃というようなご質問があり、抜けまし

たので、追加させていただきます。 

   できるだけ早めにということなんですが、

見積り合わせといいますか、そういった入札

的な手続等を経て、出水期といいますか、そ
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の前には配付できるよう、できるだけ早く対

応したいと考えております。 

○東海林委員長 「３番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 １点目ですけれども、土木工事とい

うことで、新設なったんで撤去ということで、

消防水利には影響ないということで、これは

了解しました。 

   それから、２点目ですけれども、会計年度

ということで、30時間ほどを見ているという

ことなんですが、恐らくかなり需要が出てく

るのかなという気がしますので、その辺も十

分な対応をお願いしたいと思います。 

   例えばこの中で、私、一般質問でもやりま

したけれども、要配慮者利用施設の避難確保

計画、こういった支援なんかも予定している

のかお聞かせいただきたいと思います。 

   それから、印刷製本費の避難所マップは、

いつ頃配付を考えているのか、この時期も教

えていただきたい。 

   それから、ラジオはできるだけ早くという

ことでしたので、分かりました。 

   ハザードマップも一緒に、土砂災害のハザ

ードマップも配付、この間の防災会議のとき

には「出水期までには」みたいな話だったん

ですけれども、これはいつ頃を予定している

のかもお聞かせいただきたいと思います。 

   それから、最後のやつですけれども、まだ

協議中ということですね。私もちょっと不安

なんですよね。本当に金額がまだ示されない

中で見切り発車というか、炊飯施設に参加す

ると決めたのはね。だから、もうちょっと委

員会でも十分その辺の財政的な見通しも含め

て話合いしたかったんですが、それがないま

ま今回出てしまったということで、そういっ

た金額的な部分を詰めてやっていかないと、

確かに今の施設では老朽化していて、異物混

入とかいろいろ問題あるので、この際という

ことで中核都市圏構想に乗ってということで

分かるんですが、ちょっとやはり不透明な部

分がありますので、決まり次第、委員会ある

いは議会にもしっかりと金額を示していただ

いて、将来を見据えて、ちゃんとやっていけ

るという見通しの下にやっていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 111ページの印刷製本費の

避難所マップの印刷でございますが、避難所

として想定しているところがありますので、

あとは手続を取って、できるだけ早くといい

ますか、いつというと、数字を言ってしまう

と、５月とか６月と言ってしまうと独り歩き

してしまうでしょうけれども、できるだけ早

く、春先といいますか、出水期をめどに印刷

もできればと考えております。 

   会計年度任用職員の時間外対応ということ

の話で、避難確保計画につきましても町の職

員等併せて防災専門員と共に連携をした中で

計画をつくり、そして避難訓練に持っていけ

るような仕組みづくりをしていきたいと考え

ているところでございます。 

   今、土砂災害ハザードマップの印刷をして

いるところでございます。３月15日に向けて

印刷発注といいますか、ちょっと見直しなど

も入って、15日を目指していたんですが、４

月１日後になる可能性もやりとりの中で出て

きたところであります。いずれにしても、３

月中ということで申し上げましたけれども、

もしかすると４月１日後になるのかなという

ところも含めて、準備を進めているところで

あります。 

○東海林委員長 「齊藤課長補佐兼学校給食セン

ター所長」 

○齊藤学校教育課長補佐兼学校給食センター所長  

   負担金に関しまして、構成市との協議を進

めている中で、山形市からの提案で６月以降

に協定書を締結したいということになってお
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ります。その理由としては、建設工事の金額

が確定する時期以降ということになりますの

で、それに関しましてはそこで協定書の中に

金額が盛り込まれるのではないかと思ってお

ります。 

○東海林委員長 「３番齋藤隆委員」 

○齋藤委員 会計年度任用職員に関しては、柔軟

な対応で。大事なことは、正職員がしっかり

とこういった専門性を持っていくと、そうい

った資格取得も含めてしっかりとした専門性

を身につけて正職員がやっていくというのが

一番基本的なことだと思いますので、ぜひそ

の辺の人材育成もよろしくお願いしたいと思

います。これは了解しました。 

   それから、ハザードマップについては４月

ぐらいになるのかなと。できるだけ早くやっ

てもらって、危機意識というか、いざという

ときのために備えてもらうということで、早

めていただければと思います。 

   それから、最後の炊飯施設ですけれども、

かなり不透明な中で出発したという感じがし

ますので、しっかりとその辺も、本当は協定

を先にやって……、でもやはりどうなのか、

金額的なものがないのがちょっと私は手続的

に問題があるのかなという感じがします。こ

れは今後はっきりした時点でもう一回議会の

中で議論していきたいと思います。以上です。 

○東海林委員長 以上で、３番齋藤隆委員の質疑

を終わります。 

   次に、「４番木村章一委員」 

○木村委員 第１点は、110ページ、９款１項４

目水防費で、いろいろと予算ついていますが、

例年にない部分について、どんな取組を想定

しているかお聞きしておきたい。 

   それから、９款１項５目、非常災害情報喪

失業務委託料などについて、防災ラジオ、今

いろいろ質疑ありましたが、令和２年度分の

防災ラジオについての状況、活用状況、しっ

かり把握してなくて申し訳ないんですが、既

に配備されているということでいいんですか

ね。どんな状況なのかお聞きしたい。 

   さらに、電話応答というのはどんな状況に

あるのかお聞きしておきたいと思います。 

   124ページ、10款４項２目ですが、公民館

整備事業補助金ですが、今年から補助割合、

限度額も上がっているということですが、そ

の内容を説明してください。 

   以上お聞きします。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 110、111ページで水防費の

中で、水防費については例年よりも費用を予

算計上しているところであります。昨年ベー

スで考えても、本年度の全体的な金額からい

きますと、昨年は23万3,000円に対して比較

としては9,105万2,000円増の予算計上でござ

います。 

   主な内容といたしましては、水防倉庫とし

て、北谷地の保育所跡地に水防倉庫がありま

すが、そこの園庭に入るときに、今は土の状

態になっていますので、砕石等を敷きながら

外構工事を考えているところでございます。 

   併せて、同じ水防倉庫ということで、溝延

の幼稚園跡地につきましても、水防倉庫とし

て１室を改修して、倉庫として活用すべく考

えているところです。溝延幼稚園跡地に水防

倉庫として改修した後に、今、堤防沿いに水

防倉庫として、いわゆるプレハブといいます

か、あるわけですが、それを解体して移設を

考えているところでございます。 

   特に大きな金額ということで、環境防災課

の事務室内に河川画像の情報設備があるわけ

でございますが、それの新庁舎への移設費用

が大きな金額になってございます。650万円

を超える金額がありますので、その金額が大

きな今年度の増額の要因となっているところ

でございます。 
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   地域防災費で非常災害情報喪失業務委託料

につきましては、これはＦＭラジオに委託し

ている防災ラジオの放送を委託する内容でご

ざいます。 

   令和２年度の防災ラジオの状況ということ

でございますが、330台購入して、全区長と

いいますか、自主防災組織の会長に配付、そ

れと浸水想定地域の75歳以上のみの世帯への

配付、それと要配慮者施設に、全てといいま

すか、まだ全部配付できてないところもあり

ますが、というのも、75歳以上のみの世帯で

入院あるいは施設に入所というところもあり、

配付できない方もいらっしゃいます。想定し

ているところではほぼ配付済みでありますが、

330台中60台ぐらいまだ残っているような状

況でありますが、必要に応じてまた配付をし

ていきたいと考えています。 

   電話応答機能につきましては、これも防災

行政無線を補完する機能として今年１月から

運用を開始いたしました。防災行政無線が聞

こえない、聞こえにくいというようなことを

補完するということで、防災行政無線で発し

た内容を電話で聞く機能でございます。テレ

ドームという機能を使い、無制限にといいま

すか、何回線でも、回線は１つなんですが、

電話をかけていただければ何人でもどこから

でも聞くことができるということで、テレド

ームを配置したところでございます。番号を

申し上げますと、0120から始まる0120(992)3

33にかけていただきますと24時間以内に放送

された内容を聞くことができるということで

す。24時間以内の放送ですから、毎日定時放

送で５時からの音楽、メロディーが流れます

が、何も放送しないときはメロディー音が流

れてくるということでございます。これまで

は災害がなかったために、防災行政無線の内

容を確認するということで大きな利用はなか

ったわけですが、いろいろな内容で防災行政

無線放送していますので、それを多いときで

100件近くの確認なども取れているところで

ございます。 

   今後、防災行政無線が聞き取りにくいとい

うときにはぜひ電話応答機能を使っていただ

いて確認をお願い、周知をしていければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○東海林委員長 「牧野生涯学習課長」 

○牧野生涯学習課長 124ページ、125ページ、10

款４項２目公民館費の公民館整備事業補助金

の改定の内容でございますけれども、新築・

改築につきましてこれまで10％の補助だった

ものを30％にするもの、増築・改造も10％だ

ったものを併せて30％にするものと、要望の

多いエアコンの設置も対象に含めたというよ

うな内容になっております。 

   限度額につきましては、新築・改築が200

万円で、それはそのままです。増築・改造に

つきましても100万円限度で、そこは変えて

なく、そのままの状況です。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 私そんなにぼやっと暮らしていたつ

もりはないんですが、電話応答のことがスタ

ートした、電話番号は今初めて聞いたんです

が、意外と町民に知られていないなんていう

ことはない、どんな知らせ方、積極的にどん

どんと機会あるたびに知らせていくみたいに

していただきたいなと思うんですが、今初め

て電話番号を聞いた、１月から開始している、

そろそろ開始してほしいなと思っていたけれ

ども、気がついたからあったみたいな状況が

ありましたが、どんなお知らせの仕方をして

いたのかお聞きしたいと思います。 

   防災ラジオについては、先日、豪雪対策本

部として何回か注意喚起の放送なんかありま

したが、ああいうときには実際に自動でスイ

ッチが入って放送なるなんていうことが使わ

れていたのか、身近に防災ラジオがないので、
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そうなっているかどうか分からないんですが、

その辺どんな状況かお聞きしたいと思います。 

   公民館については分かりました。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 電話応答機能につきまして

は、町民向けには「広報かほく」で２回通知

をさせていただいたところでございます。ま

だまだということでありますので、機会を捉

えて周知を図っていきたいと思います。 

   それから、防災ラジオの使用についてです

が、防災ラジオは必ず防災行政無線と一体化

しているものではなく、本当に国民保護の情

報だったり避難の情報というようなことを限

定して行っていますので、一度、１月以降で

あれば、２月の地震のときには防災ラジオか

らも発しております。内容については、ＦＭ

ラジオのアナウンサーが地震の状況について

内容を放送しております。必ず防災行政無線

と一体ではないということですので、本当に

必要な、特に避難が必要なとき、避難情報な

どを中心に防災ラジオで行いますので、今の

状況ということでは１月以降では地震の情報

の内容でございます。 

   なお、月に一度、第一月曜日の10時54分頃

から約四、五分、４分程度になりますけれど

も、試験放送を行っているところでございま

す。山形市、上山市、天童市、南陽市、そし

て５番目になる河北町、この５市町に対して

の試験放送を毎月行っていますので、これは

防災ラジオでなくても市販のラジオからもこ

の時間にＦＭラジオに合わせていただければ

聞くことができますので、こういった内容が

いざというときに避難情報などが発せられる

ということで、周知も図っていきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 電話応答については、そうするとこ

ちらは防災行政無線で流れたものは24時間以

内に聞けると。この間の豪雪の呼びかけなど

についてはよく流されていたということでよ

ろしいでしょうか、確認します。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 そうです。24時間以内に放

送されたものが繰り返し聞くことができます

ので、今もし電話をかけていただくと昨日の

２時46分前ですか、２時43分頃に防災行政無

線で最大水面を呼びかけた内容がありますの

で、それが流れてくると。それと５時の定時

放送のメロディー音が流れてくるというよう

な状況でございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 電話応答については、どのぐらい聞

かれているかというようなカウントなんかも

確認できているのか、そうしたときに、テレ

ホンの効果を計るといいますか、なんていう

ことでのデータを残しておくとか、そういっ

たこともされているのか、一番最近よく聞か

れたなというのがどのタイミングだったかな

どということも分かれば教えてください。 

○東海林委員長 「秋場環境防災課長」 

○秋場環境防災課長 電話応答機能で何回かけた

かということにつきましては、数字上でパソ

コンに取り込まれておりますので、それを確

認しているところです。日々毎日といいます

と二、三件、数件はありますけれども、何か

起きたときにということであれば、多くのと

いいますか、先日の地震のときですと100件

近くあったかと思います。詳細の数字は今押

さえてないので申し上げられないんですが、

多かったと記憶しております。 

   いつ頃かけてきたかというような件数の把

握ができるシステムであります。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 発信と電話のかかってきた回数をよ

く分析すると、どういうときに関心が高まる

とか、地震なんか特に実際に揺れているわけ
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なので、河北町とか何かそういう点での自分

の体験と合わせて、詳しい、より地元の詳し

い情報とか何かを知りたいということでかけ

てくるとかということがあるし、行政で一方

的に大事だと思って発信しても意外と「何か

言っているけれども、まあいいか」みたいな

ことになるとか、その辺の関連性を、なかな

かこれまで防災行政無線ですね、何か言って

いるけれども何を言っているか全く聞き取れ

ないというのが非常に多かったので、それを

克服する点で非常に有効なので、どんなふう

にするとよりこのシステムが効果を現すかと

いう研究はずっと続けて、うまく使っていた

だきたいと思います。以上、終わります。 

○東海林委員長 以上で、４番木村章一委員の質

疑を終わります。 

   以上で９款から14款までの質疑を終結しま

す。 

   次に、歳入全款及び調書等についての質疑

の通告を求めます。 

   （４番の通告あり） 

   確認します。４番。落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   「４番木村章一委員」 

○木村委員 歳入について質疑いたします。 

   12ページ、１款１項１目町税でありますけ

れども、コロナの影響で町民の経済活動が非

常にダメージを受けているのではないかとい

う心配をしておりまして、それが町民税収入

にどんなふうに現れているかということで心

配しておりましたが、実際12月31日までの１

年間の申告でありますから、その中でどんな

ふうに税という点では把握したか、お聞きし

ておきたいと思います。 

   第２点目として、同じ歳入で12ページ、１

款６項１目固定資産税、それと都市計画税に

関連してでありますけれども、大きな小売店

がなくなったと、新しいところに移ったとい

うようなことがありました。都市計画税、固

定資産税それぞれ減額、税収が減額になって

おりますけれども、その中にそういった移動

の影響があったということなどもあるのかど

うか、どのように分析しているかお聞きして

おきたい。 

   ３点目、16ページ、11款１項１目地方交付

税です。 

   国勢調査が行われて、新たな人口が交付税

算出の根拠になると、そういう最初の年だと

思うんですけれども、前年当初比で7,600万

円の減額というようなことでありますけれど

も、５年間でどれだけ人口が減って、その影

響、例えば人口が減らなかったらどのぐらい

になったんだろうというような計算をざっく

りでもしてみて、それとの比較でどうだとか

いうことなど、計算できたら、どのぐらいの

人口減の影響があったのかなということをお

聞きしたいと思います。 

   それから、16ページ、13款２項２目給食費

保護者負担金です。 

   河北町では小学生が１食当たり24円、中学

生が26円を本来の額から減じて給食費を安く

しているという取組をしているんですが、近

隣の自治体でその辺のどんな取組をしている

ということをやっているかどうかですね。 

   河北町の人口が近隣の特に比較的大きな市

などと比べると人口減の幅がどんどん広がっ

ているという傾向が顕著なんではないかなな

んてちょっと心配をしておりまして、そうい

う点でもこういう比較的身近なところでの支

援などの差が、変に子育てであえて河北町に

住まなくてもどこでも選べるみたいな方々に

は影響を与えるのかななんて思うような数字

がありまして、その辺どんなふうに把握して

いるか、近隣の自治体の給食費支援、どう把

握しているかお聞きしておきたい。 

   最後です。28ページ、19款１項１目財政調
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整基金繰入金がありますけれども、財調の残

額は幾らになるという状況なのかお聞きして

おきたい。 

   以上お聞きします。 

○東海林委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 13ページの町民税でござい

ます。基本的な考え方といたしましては、こ

の予算を見積もった時期というのは12月から

１月にかけてということなんですが、まず県

の統計の経済動向的な月例報告があるんです

が、そちらから新型コロナウイルス感染症の

影響などによりまして非常に厳しい状況にあ

るということで、ただし一部は持ち直しの動

きがあるとされておるところでございます。

感染の拡大によってはさらに、あの当時です

ので、警戒レベルを上げる必要があるとか、

そういった形での報告があったところでござ

います。 

   さらに、課税状況調査などによります報告

とか県の毎月勤労者統計調査なども非常に参

考にさせていただいております。その報告の

中でも、コロナの影響で給与所得というのは

非常に厳しい傾向にあるということはもちろ

ん言われておるところでございます。課税状

況調査での所得分等の課税標準額を見てみま

すと、農業所得などは増加しているようであ

りますが、来年といいますか、令和３年度に

ついては豪雨の影響などもあり、さらに落ち

込む可能性もあるということでは見込んでい

るところでございます。 

   それらのことを総合的に判断いたしまして、

給与関係の特別徴収については0.5％の減と

いうことで見積もらせていただきました。普

通徴収については６％の減ということで当初

は見積もっているところでございます。 

   さらに、都市計画税、固定資産税でござい

ますが、これにつきましては、今回固定資産

税については、毎年といいますか、毎年じゃ

ない、評価替えによる宅地価格の下落、あと

家屋は評価替えによりまして既存の家屋の経

年補正などによる減少、また家屋及び償却資

産では新型コロナウイルス感染症関連の中小

企業者の事業用家屋及び償却資産に対する課

税標準額の特例により減少するということを

見込んでおります。 

   それと連動するような形になりますが、都

市計画税におきましては、固定資産税の土地

家屋の状況に加え、課税区域の拡大による増

加が加味されておるところでございます。た

だし、固定資産税は現況、都市計画税は条例

によるものとなっておりますので、付け加え

ておきたいと思います。 

   以上でございます。 

○東海林委員長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 最初に、11款

の地方交付税のうち普通交付税の算定であり

ますけれども、令和３年度の地方交付税につ

きましては地方財政計画の中で全国ベースで

いくと5.1％の出口ベースでの増があるとい

うことになっております。 

   その中の増要因といたしましては、デジタ

ル関係の新しい費目ができたということもあ

ります。 

   また、減要因といたしましては、先ほど委

員がおっしゃったとおり河北町については人

口減があるということから、なおその人口に

ついては昨年に行われた国調の人口をベース

にするということがありますので、そういっ

たことでの試算をしたところでありますけれ

ども、まだ国調の人口というものが速報値で

も示されておりませんので、正確な数字とい

うことで押さえることはなかなかできないわ

けですけれども、住基人口のようなものを参

考にしたということで作業を進めたところで

あります。そのほかに減要因といたしまして
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農家数というものもございまして、そういっ

たもろもろのものがあった中でのものですの

で、人口が減った分というのは数字としては

なかなか出しづらいのかなと考えております。 

   普通交付税全体として7,600万円減った原

因といたしましては、地方交付税は需要額か

ら収入額を差し引いた額が基礎になるという

ことでありますけれども、その額は増えてい

るということになるわけですけれども、国で

財源不足の関係から財対債というものを発行

するということになっておりまして、その額

について令和２年度よりかなり多かったとい

うことで、財源としてはそちらにシフトして

いるということから、地方交付税自体は減額

ということにしたものであります。 

   続きまして、財政調整基金のことでありま

すけれども、令和３年度の当初予算で１億

5,000万円を繰入れしたということにさせて

いただいておりますが、その後の残高といた

しましては、およそですが、２億3,700万円

弱という数値でございます。 

○東海林委員長 「齊藤課長補佐兼学校給食セン

ター所長」 

○齊藤学校教育課長補佐兼学校給食センター所長  

   17ページ、給食費保護者負担金に関しまし

てお答えいたします。 

   手元にありますのは令和２年度の山形県に

おける学校給食費の助成の実施状況調査とい

うことで、県で調査したものがございます。

それによりますと、35市町村のうち何かしら

の助成の実施をしているというのが20市町、

実施をしていないというのが15市町あります。

実際しているというところであっても、２市

町はコロナ禍の中で臨時的なものだとしてい

るものがございます。この中でもそれぞれ中

学校、小学校、第３子以降の補助などがいろ

いろ様々各市町村でなされているようでござ

います。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 町民税については、令和３年につい

ては大きな影響は心配したほどは影響を受け

てなかったということのようですが、地方交

付税についてはなかなか分かりづらいという

状況であると。人口減、この間、５年間でざ

っくり見ると年間平均300人ぐらいずつ減っ

ていて1,500人ぐらい減っているというふう

になるんでしょうかね。そうするとかなり基

準財政需要額として見られるのも減ってくる

のかなということで、心配要因は減らないと

いうことではあると思います。 

   給食費につきましては、私も、同じ資料な

んですかね、手に入りまして、寒河江市は１

食当たり小学生160円、中学生175円というこ

とで、半額ぐらい、全員について助成をして

いると。西川町は、はっきり半額だと。大江

町は小学６年生から中学生について全額を助

成すると。そんなところで、同じ寒河江・西

村山管内で非常に頑張った取組があって、河

北町は前回より上がらないようにしたという、

昨年度ですね、今年度ですか、令和元年度か

ら上がらないようにしたという助成が非常に

かすんで見える状況、かすんで見えるという

言い方、語弊あるかもしれませんが、そんな

感じになっているということで、総体的に給

食費を見るとほかが頑張っていて、特に寒河

江市などはいろいろと頑張っているという状

況が聞こえてきて、なかなか人口減を止めて

いくいろいろな取組の中でもポイントの一つ

になるのかなとも思うんですが、この辺、全

体としてこの辺は町長がご判断なさっている

んでしょうかね、給食費どうしましょうなん

ていうことについては。どれを選んでいくか

みたいなことだと思うんですが、その辺ちょ

っとお聞かせいただきたいと思います。 

   それで、都市計画税、固定資産税は、課税

するに当たってはどの時点で課税するかとい
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うことについてお聞きしたいと思います。多

分１月１日時点の現況で課税していくという

ことだと思うんですが、そのとおりでいいの

かどうかお聞きしておきたい。 

   なくなったというか、移転した大型小売店

は去年のうちに解体しましたから、建物につ

いては、固定資産税、都市計画税に当たらな

くなったということでいいのかどうかお聞き

しておきたいと思います。もう一度お聞きし

ます。 

○東海林委員長 「板坂教育長」 

○板坂教育長 給食費の値上げにつきましては、

ご承知のとおり、去年、おととしでしたか、

栄養価基準に達してないということの状況と

物価上昇を踏まえたときに、数年上げていな

い状況があったと。そういったことを踏まえ

まして、よりおいしい栄養価の高い給食を提

供するという考えの下、先ほど委員がご指摘

しました小学生が24円、中学生が26円補助し

ているということであります。このときの段

階におきましても、今ありましたように全県

の補助の取組の状況等も踏まえて、決して今

の状況は、河北町は手厚くはないですが、補

助もしっかりとしている状況であるというこ

とを踏まえております。 

   今後、給食の運営委員会等、それには保護

者も入っていますので、そういった方々の声、

そして児童生徒の声をお聞きしながら検討し

てまいりたいと思っているところです。 

○東海林委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 固定資産税につきましては、

１月１日基準で現況課税ということです。都

市計画税につきましては、町税条例の中で定

める区域に所在する土地及び家屋ということ

で課税しているものでございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 給食費については、ぜひ子育て支援

の一つの大きな柱として今後もっと支援を手

厚くしていくということをぜひ考えてほしい

と思います。 

   都市計画税について、１月１日現在での現

況でありますが、都市計画税には第117条に

「年度当初の属する当初の１月１日とする」

ということがなっておりまして、ただし「別

表第２の区域内に所在する」ということで、

別表第２にその区域を入れ込むかどうかとい

うことがあるんですね。１月１日時点でちゃ

んと実際に使っている、新しいところは12月

８日オープンでしたかね、要するに昨年度中

に営業しているので、１月１日時点では十分

にその状況にあると。もっと前の段階で、オ

ープンはそうですからね、ただ建物として多

分もっと前であろうというところで、別表第

２に押さえるというのをどういう手順でやる

のかと。一方は既にお店が撤去なっていると、

そちらからは課税できない状況だと思うんで

すけれども、そっちも別表第２から外さなけ

ればそのまま課税なるんですかね。自動的に

外すんでしょうかね。この辺のところをどん

な手順になっているのかお聞きしたい。 

○東海林委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 都市計画税でございますの

で、都市計画税に関しましては、主にまちづ

くりのインフラ整備、特に都市計画事業にな

りますが、都市計画事業というのは街路、公

園、下水道、土地区画整理事業、そういった

ものを整備するに当たって目的税ということ

がまずご承知のとおりそういう意味合いだと

思います。 

   何をもって私のほうで都市計画税を賦課す

るのかということについては、先ほど木村委

員おっしゃいました町税条例の中に別表２、

別表２の第２項ですね、こちらでエリアを定

めまして、そこで初めて都市計画税を賦課す

るということになるわけなんですが、その別

表の、町税条例を一部改正するというのは例
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年12月定例会のときに出しているかと思いま

すが、それは何がベースになっているかとい

いますと、下水道供用開始の告示が公のアナ

ウンスでございますので、そちらを基に私ど

もは条例改正を行って、別表２の２に追加し

ているという内容でございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 そうすると12月議会ですから、慎重

に見ていれば別表第２に新しい大型小売店を

入れるということはできたのではないか。逆

に、そのときに元の大型店舗を撤去したとこ

ろについては削除したということはしている

んですかね。町が意図的に削除しなければ、

ずっと課税、前の段階のまま課税できるのか。

課税客体としては、あれなのかな、現況を見

て建物が解体になっていれば固定資産税と一

緒に課税客体の建物はなくなるというふうに

なるのか。その辺はどういう、削るほうと追

加するほう、どんな手順でやっているんでし

ょうか。 

○東海林委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 最初、除却から申し上げま

すが、そちらにつきましては、同じになるん

ですが、供用開始の告示のエリアにその除却

になるところがまだ含まれておればそのまま

だと思います。そこが除かれればということ

なんですが、そのままエリアから抜けるとい

うことは通常考えにくいと思いますが、ある

程度下水道事業として進んでいるところであ

りますので。 

   新しいところについても、さきの12月の条

例改正、今回の２の２を追加した内容につい

ては、令和２年３月31日に供用開始されたと

ころについて私どもは条例を改正していると、

１月１日に間に合うように条例改正をしてい

るところでございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 条例を見ると令和２年３月31日時点

をしなきゃいけないとは書いてないですね。

条例のどこにありますか。 

   ここの場合は、マンホールを設置する、一

般家庭ですと宅地の中にマンホールを設置し

た、ここからいつでも使ってもらえます、工

事いつでもしてくださいというタイミングで

すよね、そこからですし。 

   １つは３月31日時点で供用開始されている

かどうかというのは何に書いてありますか。 

○東海林委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 ちょっと昔の話をしなけれ

ばならないようでありますので、平成20年頃、

そのあたりだと記憶しておるんですが、もと

もと下水道の都市計画税を賦課しておったエ

リアというのが用途地域、色染めの、都市計

画上の色染めになっている地域だったものを

そこから外側に下水道の事業を広げるという

ことに当たって、都市計画事業であるので都

市計画税もそこで賦課していくべきだという

多分議論がなされたのかなと思います。 

   その中で、現在いろいろな都市計画事業が

あるんですが、その当時も行われておってこ

れからも拡大していくであろうという事業が

下水道だったということもありまして、特に

下水道だけというものじゃないんですが、そ

の決め方としては、下水道事業を行って、汚

水ますを設置して、その汚水ますを設置した

ところについてはもちろん受益者負担金を取

らなきゃならないので、そのときに初めて下

水道の供用開始区域ということになりますよ

と。そのエリアについて、外側のところにつ

いては取っていこうという決め事がされたと

記憶しております。 

   それは何をもってその後の町税条例の区域

に追加するかということで、例えば公にアナ

ウンスする、寸断といいますか、方法として

はやはり告示ということで、供用開始の告示

をその当時いろいろな方、協議を行って議会
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にも説明を行って了承されておりますけれど

も、そういう経過で決まったような記憶がご

ざいます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 現年というか、令和元年の都市計画

税を課税する客体は、都市計画税条例では１

月１日時点の現況だと、しかし別表２に載っ

ている中でそれに対して課税していくんだと。

別表２にいつ載せるかということについては

格別条例の中に載ってないんですね。ですか

ら、いつでも、町民税の関係でもいつでも載

せられるというか、せっせと載せるべきで、

あそこは新たに開拓されて、それで町でもい

ろいろと事務上の手続などもしてあげて、古

いところはなくなって、そこでスタートする

ということですから、条例上でもそこから当

然都市計画税を頂いていいという状況であり

ましょうから、そのときにはそういった、役

場内部ではそういうふうに３月31日と何かど

こかで決めているのか知りませんけれども、

それをもっと頻度を上げてやってもいいので

はないかと、そういった自らの開発行為のよ

うなものについてはそうやってやるべきだっ

たのではないかと思いますが、その３月31日

だというのは、一体、何か示される文書があ

ったら出してください。 

○東海林委員長 委員長から申し上げます。４番

木村章一委員の質疑の途中ですが、ここで２

時50分まで休憩といたします。 

     休 憩  午後２時３７分 

     再 開  午後２時４７分 

○東海林委員長 休憩を解いて再開します。 

   ４番木村章一委員の質疑を続けます。 

   「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 下水道供用開始区域に課税

するということが何に書かれているのかとい

うことのお尋ねだと思いますが、特に条例に

明記されているようなものではないんですが、

うちのほうで外側に延びていくときに、都市

計画税の今までの課税の仕方を変えるという

ことの中において、課税のやり方を変えると

いうことについて、その当時の資料が一応あ

るんですが、まずは条例２の２の中に追加す

るということについては、結論なんですけれ

ども、何をもって追加するということを言い

ますと、下水道の供用開始の告示をもって都

市計画税の課税エリアとするということに決

めたようでございます。その内容につきまし

ては議会にも説明をしておりまして、もちろ

ん課税のやり方といたしましてもその当時か

ら現行もそうなんですけれども、ずっと同じ

ようなやり方で課税を続けているという次第

でございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 上下水道課で供用開始の告示をする

とそのことによって別表第２に載るんだとい

うようなことのようなんですが、その告示は、

あそこの場合には、町がそこへ下水管を持っ

ていって、それでマンホールを置いて、それ

で使ってくださいというんでなくて、自らが

工事をしてつなぎ込むといいますか、そうい

った特別な状況もあったということで、既に

都市計画税を払わないままどんどんと下水道

を利用しているという状況があるようなんで

すが、供用開始の告示というのをもっときめ

細かに、そういうふうに自ら工事するところ

なんかについては３月31日に限らずに、12月

議会に合わせて間に合うように追加するとか、

そういった事例もあってもいいのではないで

しょうか、いかがですか。 

○東海林委員長 「今部上下水道課長」 

○今部上下水道課長 先ほどの件ですけれども、

うちのほうで公共下水道を整備するには、都

市計画法、下水道法に基づきまして手続を踏

んでやります。まず都市計画決定をして公共

下水道で進める区域を定めます。区域を定め
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ましたら工事をするわけですけれども、毎年

10数本の工事をしてだんだん拡大しておりま

すが、工事が完了しまして、各皆様の宅地や

土地に公共汚水ますというものを設置します。

その公共汚水ますを設置しますと翌年度の３

月31日にこの区域は公共下水道が使える区域

になりましたよという告示を下水道法第９条

に基づきしております。 

   今回おっしゃられる大型店舗の場合は、河

北町が整備する事業、いわゆる認可計画区域

に入っておりませんので、区域外流入という

形で、県との協議の中で開発者が先に事業を

進めたところでございます。工事につきまし

ては、委員おっしゃるとおり、開発者側が設

置をして、町にご寄附をいただくというよう

な形になっております。 

   実際、言われるように、この区域につきま

しては下水道の区域外ですので、国から認可

を受けた区域以外からの流入ということにな

ります。よって、委員おっしゃるように、１

月１日現在では供用開始、いわゆる下水が使

えるようなことになっていたんじゃないかと

いうお話ですけれども、それはそういう状況

なんですけれども、私どもの告示行為としま

しては、この区域は下水道が使える区域にな

りましたよということを公の皆様にお知らせ

するものを下水道の供用開始の告示と言って

いるものです。私どもの３月31日の告示に基

づいて税務町民課に土地の地番等をお知らせ

しまして、翌年度の１月１日現在で課税され

るというような仕組みでございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 一般の町民のところはそういった流

れでもいいと思うんですが、今回のようなケ

ースで、積極的に自分で工事までしてという

ときには、きめ細かく告示をして別表２に入

れるというふうにすべきじゃないんですかね。

そうすれば、今回の場合なんかは土地も大き

いし、建物もあるので、それなりの税収１年

分を無駄にしないで済むというふうにもなる

のではないか。固定資産税なんかは現況を見

て、そういう別表に載せるとかありませんか

ら、現況さえあれば既に賦課していくという

速やかな動きをできるわけなので、都市計画

税もそういった特別な事例の場合にはそれに

のっかるような、そういった手続もぜひすべ

きなんじゃないですか、いかがですか。 

○東海林委員長 「今部上下水道課長」 

○今部上下水道課長 ご意見は分かりますが、現

制度では供用開始につきましては事業計画区

域の認可をいただいているところの箇所でご

ざいます。今おっしゃられている大型店舗の

開発のところは認可をいただいてない区域に

なりますので、私どものほうでその上位計画

の区域に入ってないところを供用開始区域に

先走ってすることはできないと考えていると

ころでございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 供用開始できない、でも実際状況か

ら見るとお客さんもどんどん行くということ

ですので、使っている、トイレを使っている

のではないかと思うんです。トイレ、水道、

使っていると思うんですが、その下水はどう

なっているんでしょうか。下水道に流してい

るとしたら料金は、供用開始してないのに料

金だけもらうというふうにしているんですか。 

○東海林委員長 「今部上下水道課長」 

○今部上下水道課長 そのようにしております。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 しっかり都市計画税なども頂くもの

は頂いていくというふうにすべき、そのため

に必要な、何ですかね、格別決まっているわ

けではないので、フットワークのいいような

対応をするということもぜひやっていくべき

だということを申し上げて、終わります。 

○東海林委員長 以上で、４番木村章一委員の質
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疑を終わります。 

   委員長から申し上げます。４番木村章一委

員の質疑に対して訂正がありますので、後藤

総務課長兼新庁舎建設課長より訂正の発言を

許可したいと思います。 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 先ほど木村委

員の地方交付税に関する答弁の中で、回答の

中で「財対債」という言葉を使いましたけれ

ども、正確には予算書にもあるとおり「臨時

財政対策債」というものであります。 

   以上であります。 

○東海林委員長 以上で歳入全款及び調書等につ

いての質疑を終結します。 

   次に、討論に入ります。討論ありませんか。 

   （１番、４番の通告あり） 

   １番、４番。 

   ４番、賛成討論ですか、反対討論ですか。

（「反対討論です」の声あり） 

   １番、賛成ですか。（「賛成討論です」の

声あり） 

   では最初に、反対討論から、「４番木村章

一委員」 

○木村委員 議第11号令和３年度河北町一般会計

予算案について、反対討論を行います。 

   この予算は、令和２年度に引き続き新型コ

ロナに打ちかつ闘いを、特に３月21日には緊

急事態宣言が１都３県で解除されると新型コ

ロナとともに人々が山形県河北町に来訪して、

こちらでは感染との本格的な闘いが始まり、

さらに令和２年７月豪雨の災害からの復旧と

災害を繰り返さない環境づくりを強力に推し

進め、暮らしやすく発展するまちづくり、人

口減少を押しとどめ、人口増に転換させる施

策に積極的に取り組むべきものであります。 

   １年前にも述べましたが、河北町の人口が

加速度的に減少しています。減少の加速度が

止まりません。26年前、1995年から10年間は

年に119人の減少でした。11年前から2019年

までの最近10年間は年平均199人減少、４年

前から2019年までの３年間は年に291人減少、

2020年12月まで、去年12月までの１年間は

379人の減少で、何と１万8,000人を割り込み、

１万7,998人となってしまいました。増え続

けていた世帯数も３世帯減の6,273世帯で、

人口減少の加速が止まりません。 

   町として、この予算で人口減少を押しとど

め、人口増に転換させる全面的な施策に果敢

に挑戦しないと手後れになる危機的な状況を

認識し、対策を具体化すべきであります。そ

のためには、子育て世代の心に届く子育て支

援と教育環境の充実と強化が求められます。 

   令和２年度からの子供の医療費、18歳まで

の完全無償化の取組は継続され、近隣市町か

ら数年遅れましたが、評価いたしております。

給食費の無償化や負担軽減では、小学校で１

食当たり現行273円が見直しで14円増えて287

円のところを24円支援して263円に、中学校

では現行313円から差引き303円にそれぞれ10

円の引下げ措置の予算が令和２年度で行われ、

それが継続されるということであります。町

民は、全員半額あるいは５年・６年生と中学

生は無料になるなどのことを望んでいて、町

民の望みと比べて不十分な予算だと、不十分

だと思います。子供たちの副食費支援につい

ては、県内の30市町村が独自の支援をしてい

ますが、河北町は取り組みませんでした。 

   一方で、繰り返し指摘してきましたが、無

駄な補助金が継続して支出される問題があり

ます。それは認定こども園整備事業費補助金

です。これは民設民営のこども園の運営を引

き受ける法人を募集した公募の決定の後に、

密かに議決の不要な規定という形で追加され

たおまけの補助金です。保育料収入で当然返

済できる認定こども園の建設費借入金を町が

肩代わりして返済するので、県内ではほかに

例がない、おかしな河北町独自の補助金です。 
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   令和３年度から開設される３つ目の認定こ

ども園も、開設に向けて国からの補助金を得

て施設整備を行いましたが、その残額は当然

法人が自己負担として後年度の保育料収入か

ら補塡していくことにしています。 

   ところが、先にできた２つの認定こども園

は、当然法人が保育料収入で賄える部分の建

設費の自己負担分を町が後づけでおまけの補

助金を出しているのであります。こんな後づ

けの補助金はやめて、そのお金を子供たちの

副食費支援や保育所の待遇改善に回すべきで

あります。 

   町おこし、仕事おこしでは、人づくり、町

おこしに活用してほしいと町内の篤志家から

提供していただいている寄附金をしっかり生

かせる体制が必要です。企業支援補助金の公

募に応え、町外から河北町に飛び込んできて

起業する人にタイミングよく提供できる貸し

店舗や貸し事業所スペースが準備できていな

いことは、起業支援の障害になると繰り返し

指摘いたします。 

   道の駅河北の関連予算は、前々年、前年に

続いて商工観光課の職員全員が道の駅の扉を

開けるため、道の駅の中で仕事をしながら検

討を進めるという予算ですが、道の駅河北に

ワイナリーを造る考えには私は無理がある、

そのように思います。多くの町民のそのよう

な意見もあります。前にも述べましたが、数

年かけてワイン醸造にたどり着けるか、ワイ

ンができたとして、おいしいワインになるか

どうか、リスクが高く、地域おこしの存亡が

かからないやり方を求めます。ワイナリーづ

くりは道の駅河北の再スタートとは別にする

べきだと思います。道の駅河北は、既にある

産直施設と一緒にして農産物やその他の加工

品、町内の物産などを紹介し、販売する施設

として早期に再スタートすべきであります。

現在のぶらっとぴあの再利用は別の課題とし

て検討すべきであります。 

   農業振興のもう一つの大きな柱である６次

産業化支援は、農家に対する情報提供や働き

かけの方策が相変わらず前進していません。

６次産業化は農家が自ら市場のニーズをつか

むための支援が必要であります。ニーズをつ

かんで、自ら生産した食材をみずから加工し

たり委託して加工して付加価値をつけ、産直

センターなどに出荷すれば、農家所得の向上

が期待できます。当面はニーズの把握など行

政がしっかり勉強し、農家を支援する必要が

あると思います。 

   観光振興は、稼げる観光、つまり観光の産

業化について町としてどのように取り組んで

いくのか。令和２年度は新型コロナの影響を

受けましたが、その中でできる戦略づくりが

進まず、形だけではない、本物の観光振興計

画が必要ですが、その重要性が認識されてい

ない心配があります。 

   地域商社立ち上げの関連予算は、令和２年

度は新型コロナが邪魔する中、３年間の初年

度としてかほくらしの事業に取り組みました。

引き続き２年目を見守りたいと思います。 

   令和２年度の除雪は、豪雪のシーズンにも

かかわらず、路面の出る除雪、早めの排雪で

主要な道路の道幅を確保して、間口除雪にも

取り組み、冬でも暮らしやすい状況を確保し

ていただきました。ただ、ほとんどの交差点

において積み重なる雪で左右の見通しが利か

ず、冷や冷やの思いを全てのドライバーが何

度も経験したと思われます。令和３年度はこ

の問題解決にも地域の町民の力も借りて取り

組む計画を期待したいと思います。 

   国保税は、町民にとってとても高過ぎます。

多額の国保基金は国保加入の皆さんが建設健

保の２倍も高い国保税を納めた結果、たまっ

たお金です。２倍高い時期に国保加入者だっ

た方々に早急に返すべきものであります。さ
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らに、一般会計からも繰入れの支援をして国

保税を減税すべきであります。 

   広い意味の公務労働、例えばＮＰＯなどで

フルに働いて年収200万円を下回る働く貧困

層をなくす取組がまだまだ不十分です。どん

がホールや町立図書館などでの指定管理料は

正統な人件費を支払える金額として不十分で、

消費税の10％への増税や会計年度任用職員制

度の導入を見込んでいない問題があり、予算

内容に反対であります。 

   歳入では、都市計画税の課税、内部ルール

を見直してでもしっかりと課税すべき部分が

あったということを指摘しておきます。 

   以上、主な問題を指摘し、対案を示して、

この予算案に反対いたします。 

○東海林委員長 次に、賛成討論、「１番丹野貞

子委員」 

○丹野委員 議第11号令和３年度河北町一般会計

予算案について、賛成討論を行います。 

   令和３年度予算は、第８次河北町総合計画

の計画期間の初年度となります。まずは加速

化する人口減少に歯止めをかけるために、新

規事業として婚姻届け時に記念品と結婚記念

証を贈呈する結婚記念品贈呈事業、新婚世帯

に対して新生活への準備資金を給付する結婚

新生活支援事業を計上、婚活支援事業のイベ

ント企画費として増額があり、多くの結婚が

成立し、たくさんのカップルが河北町に住ん

でいただけるようになることを期待いたしま

す。まさに新婚さんいらっしゃいです。 

   子育て関連事業では、出生時10万円及び小

中学校への進学時に５万円の応援金を支給す

る費用を計上しました。第３子以降の子を持

つ世帯の保育料、副食費の負担軽減など、子

育て応援に力が入り、子育て世代に喜ばれる

予算です。河北町の子育てが前進しています。

令和２年度から実施している高校生までの医

療費無料化予算は引き続き計上、まさに安心

子育て応援事業です。 

   町で委託している４か所の公設民営の学童

クラブですが、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大に伴い、学校休業中に朝から施設を

開所し、児童を預かっていただきました。町

や学校の支援や協力はあったものの、保護者

から大事なお子さんを預かる保護者クラブの

皆さんのご苦労はいかばかりだったかと計り

知れないものがございます。 

   この学童クラブについて、各施設長からは

児童生徒の減少による今後の運営上の不安や

コロナ禍の中で密を避けるための増築の資金

繰りなどの課題が、またこのことを心配した

４クラブの運営委員会会長からも同じ内容で

学童クラブ支援強化の要望書が、町長宛て、

町議会議長宛てに出されました。河北町の学

童保育の在り方、運営について、今後町、学

校、学童クラブ関係者で深く協議していただ

きたいと思います。 

   福祉では、元気高齢者をつくる施策推進に

高齢者の居場所づくりの４か所目が旧溝延幼

稚園跡地に10月開所予定、改築予算があり、

地区の高齢者や関係者は首を長くして待って

おられます。同じ施設に学童保育もあり、交

流も期待される事業であります。 

   災害に強い快適な環境づくりでは、昨年７

月の豪雨災害で被害を受けるに至り、その対

応を検証し、教訓をこれからの防災減災対策

を強化するため、防災専門員を新たに設置し

たこと、また除雪においては、除雪機を借り

上げ、技術講習費用の助成をし、その体制づ

くりを進める予算は評価するものであります。 

   ふるさと寄附金関連事業は、大幅な伸び、

令和２年度は予算額より大幅に伸びて、おか

げさまで令和３年度の予算に反映されている

ところが大きい現状です。ずっと続くことを

願っていますが、ふるさと寄附金は本当にあ

りがたい財源で、大変感謝する事業でありま
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す。その財源を確保するためにも、果敢にま

ちづくりを進め、挑戦は必要と考えます。現

在の返礼品に加え、やまがた紅王などの生産

推進事業、イタリア野菜などの販路拡大によ

る６次産業の推進、本年度立ち上がる地域商

社の活動支援をし、地域の農商工観光業の活

性化に努め、町内産業の活性化、交流人口の

増に役立て、河北町のファンを増やし、ふる

さと寄附金につながるようお願いしたいと思

います。 

   紅花資料館に館長、学芸員を配置する予算

ですが、これまで長年、幾度となく議会で議

論されてきたことで、やっと河北町の紅花資

料館に自信を持って宣伝できるかなと期待し

ていましたが、今日の予算の議論を見ますと

模索中ということで、しっかりと方針を決め、

人材を確保して、河北町の目玉の観光地をも

っと磨き、光らせるよう期待をいたします。 

   新型コロナワクチン接種につきましては、

副作用に対して不安を抱いている町民の方も

おります。ワクチン接種の意義や公衆衛生上

の理解が得られるような説明をし、できるだ

け多くの町民がスムーズに接種できますよう

ご尽力を何とぞよろしくお願い申し上げます。 

   県立河北病院にＰＣＲ自主検査センターが

３月23日から開始いたします。町としてもＰ

ＣＲ検査の支援策を出しています。 

   県立谷地高校ですが、引き続き応援会補助、

また来年度は100周年記念事業の補助も計上、

このように県立河北病院の存続と谷地高校の

存在と発展のために、できる限りの町の支援

を行っていく姿勢を示すことが大事だと思い

ます。 

   以上のことから、令和３年度一般会計総額

歳入歳出予算案111億9,000万円で前年度に比

べ15.4％増予算に賛成をします。 

   以上、賛成討論といたします。 

○東海林委員長 以上で討論を終結します。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数であります。 

   よって、議第11号令和３年度河北町一般会

計予算については原案のとおり決定しました。 

○東海林委員長 次に、議第12号令和３年度河北

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （４番の通告あり） 

   ４番。落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   「４番木村章一委員」 

○木村委員 168ページ、国保の歳入６款２項１

目ですが、基金繰入金4,393万4,000円、令和

２年度当初よりも2,000万円余り少なくなっ

ているという状況でありますけれども、基金

残高は幾らになる見通しなのかお聞きしたい

と思います。 

   以上１点お聞きします。 

○東海林委員長 「矢作税務町民課長」 

○矢作税務町民課長 本年度末の基金残高の見込

みでありますが、４億4,758万3,000円と見込

んでおるところでございます。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 今年度末ということですが、基金繰

入れをした後は、これからこの金額を引けと、

こういうこと、自分で計算しろと、分かりま

した。自分で計算します。 

○東海林委員長 以上で、４番木村章一委員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 
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   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第12号令和３年度河北町国民健

康保険特別会計予算については原案のとおり

決定いたしました。 

○東海林委員長 次に、議第13号令和３年度河北

町西里財産区特別会計予算についてを議題と

します。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （４番の通告あり） 

   「４番木村章一委員」 

○木村委員 202ページ、西里財産区の歳入３款

１項１目、基金繰入れとして77万4,000円を

見てありますけれども、令和３年度末の残高

は、基金の残高は幾らになるという見通しな

のかお聞きしておきたい。 

   さらに、予算書では令和２年度に雑入とし

て31万円ありましたが、今年度は積めないと

いう予算でありますけれども、説明では違う

説明、令和２年度も地区民から、何ですかね、

お金を頂かなかったという説明もありました

が、そこのところを説明してください。 

   さらに、今回の令和３年度の歳出予定額78

万1,000円は通常ベースなのかどうか、この

年、特に何か一定の事業をするので通常ベー

スよりも少し金額多いとか、要するに基金が

一定残っていて、それをどのぐらいでだんだ

んと減っていくという見通しなのかの基礎的

な数字を知っておきたい。 

   以上、説明を求めます。 

○東海林委員長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 １点目の令和

３年度末の基金残高ということでありますけ

れども、349万4,000円と想定しております。 

   歳入に関しましてですけれども、協力金と

いうものを西里地区の方から頂いておりまし

たけれども、今年度につきましても財産収入

が、過年に財産収入がありましたので、頂か

ないということから、繰入れで事業を執行し

ようとするものになってございます。 

   ３点目の今年度の予算について、特別なも

のがあるかということでありますけれども、

通常のベースといたしましては山検分といっ

たものがございますけれども、それに加えま

して、今年度につきましては看板の作製委託

料ということで、２款財産管理費に21万円ほ

ど盛り込んでございます。この経費につきま

しては、昨年も予定していたところでありま

すけれども、豪雨によりまして現地に行くこ

とがなかなかできなかったと、時期的にでき

なかったということから、今年度実施しよう

というものでありますけれども、こういった

ものが例年にないというものになりますので、

その分、繰入れというものを多く繰入れして

いるということになろうかと思います。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 そうしますと通常の支出ベースとし

ては78万1,000円からこの看板代21万円を引

いた額ぐらい、57万円とかそのぐらいが通常

ベースという見方でいいのかどうか。基金が

349万4,000円あって、これをどんなふうに維

持していくか、協力金をどうするかという判

断としてその辺を勘案しながらということに

なるのかどうかお聞きしておきたい。 

○東海林委員長 「後藤総務課長兼新庁舎建設課

長」 

○後藤総務課長兼新庁舎建設課長 財産区の事業

といたしましては、通常ベースとしては先ほ

ど申し上げたとおりのようなものになります

ので、委員がおっしゃるとおりそういったこ

とになろうかと思います。 
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   基金の使い方、事業の進め方でありますけ

れども、財産区管理会というものがございま

すので、そちらの話合いで決めていくものと

考えております。 

○東海林委員長 「４番木村章一委員」 

○木村委員 終わります。 

○東海林委員長 以上で、４番木村章一委員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第13号令和３年度河北町西里財

産区特別会計予算については原案のとおり決

定いたしました。 

○東海林委員長 次に、議第14号令和３年度河北

町農業集落排水事業特別会計予算についてを

議題とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （「なし」の声あり） 

   質疑なしと認めます。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第14号令和３年度河北町農業集

落排水事業特別会計予算については原案のと

おり決定いたしました。 

○東海林委員長 次に、議第15号令和３年度河北

町公共下水道事業特別会計予算についてを議

題とします。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （７番の通告あり） 

   ７番。落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   「７番石垣光洋委員」 

○石垣委員 それでは、240、241ページ、１款２

項１目管渠建設費の中で質問したいと思いま

す。 

   令和３年度上下水道事業工事予定箇所図を

見ますと７番にマンホールポンプ設置工事溝

延11区というのがあります。図面を見るとマ

ンホールポンプの位置が農道で、上流側に家

のない道路のところに設置ということになっ

ております。多分これは管理上、交通量の多

くないところに置いたんだろうと思いますけ

れども、11区の須賀川ガソリンスタンドから

溝延の堤防までの箇所の上流部として、将来

下水道工事を行った場合に深さが足りないの

で、ここにマンホールポンプを設置するんだ

ろうと思いますが、11区の標高の低いところ

にわたって設計する場合、農集排事業のよう

なものは考えられなかったのか、あるいはま

た各家庭で合併浄化槽での対応とか、そうい

うのは考慮なされなかったのかお伺いしたい

と思います。 

○東海林委員長 「今部上下水道課長」 

○今部上下水道課長 241ページ、１款２項１目

管渠建設費の中の図面番号７、マンホールポ

ンプ整備工事でございます。 

   本来、下水道につきましては自然流下で工

事をしているところですけれども、どうして

も自然流下で持っていけないところ、川があ

ったり水路があったりということで何か所か

ございます。現在、河北町には22か所マンホ
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ールポンプを設置してございます。最近１年

に１基ぐらいずつ設置をしているところでご

ざいます。 

   この地区につきましても、一番低いところ

に全部汚水を集めて、７番のところに集めま

して、そこから高いところに圧送をかけてマ

ンホールポンプで持っていくというような工

事内容でございます。 

   先ほど言われました別な方法、農集排とか

の方法も考えなかったのかということであり

ますけれども、この事業の認可地域に入れる

ときには既にそのようなことを考えて認可区

域に入れて工事を進めているところでござい

ます。 

○東海林委員長 「７番石垣光洋委員」 

○石垣委員 この測量を見ていた方々から、何回

も測量会社が来て測量していったという話を

伺いましたので、なかなか大変な工事かなと

思いましたので質問をいたしました。マンホ

ールポンプ維持について、20何か所あるとい

うことでしたけれども、維持についても予備

のポンプとかいろいろ大変だろうと思います

けれども、住民生活に遺漏のないように対応

していただきたいと思います。 

   終わります。 

○東海林委員長 以上で、７番石垣光洋委員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立全員） 

   賛成全員であります。 

   よって、議第15号令和３年度河北町公共下

水道事業特別会計予算については原案のとお

り決定いたしました。 

○東海林委員長 次に、議第16号令和３年度河北

町介護保険特別会計予算についてを議題とし

ます。 

   歳入歳出全款についての質疑の通告を求め

ます。 

   （12番の通告あり） 

   12番。落ちありませんね。 

   （「なし」の声あり） 

   「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 それでは１点お尋ねいたします。 

   266ページから267、268、269と関わるわけ

でありますが、２款保険給付費であります。

１項介護サービス等諸費及び２項介護予防サ

ービス等諸費についてお尋ねします。 

   これは、介護を受けるあるいは介護認定さ

れた人及び支援の方についての器具を購入す

るあるいは住宅を改築するなどについての事

業だと思うんでありますが、本人が器具を買

おうあるいは住宅を直そうと思っていろいろ

するんですが、その順序、どういうふうにし

ていくか、どこからどういうふうに働きかけ

てどういうふうにしていくかという順序、そ

こからまずはお尋ねします。 

○東海林委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 介護保険事業の中の介護関

連の福祉用具の購入、それから住宅の改修、

こういった事業がございます。 

   介護保険を受けるためには、まず介護認定

を受ける必要がございます。介護認定を受け

るためには介護の調査が必要なんですけれど

も、調査をした上で、１市４町でやっており

ます介護認定調査会の中に付議しまして、あ

なたの介護度は幾らですよと決定されるわけ

でございます。そういったことで、その後、

ケアプランが必要になってきますので、ケア

プランを作成していただくケアマネジャーに

お願いする必要がございます。その中で自分
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のサービス料というのが決定することになる

わけでございます。 

   その中で、例えば福祉用具を購入したいと

いうことになりましたら、購入につきまして

は償還払いという形になるようで、購入した

後、領収書等を添付していただいて申請して

いただくというような形になろうかと思って

おります。 

   また、住宅の関係につきましては、住宅の

中に例えば手すりをつけたりあるいは段差を

なくしたりとか、そういったものについての

審査がございますので、それについては事前

に審査をしていただいて、決定通知を受けた

後、施工という形になるかと思っております。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 そこで、最初はケアマネジャーに相

談してケアプランをつくってもらうというこ

とからスタートしていくんですが、課長から

お答えありました償還払いについてお尋ねし

たいんですが、要するに１割負担、２割負担、

これは所得によって３割負担からあるんです

が、例えば１割負担だとして、例えば200万

円で家を直したいというときに、１割負担の

方は20万円負担すればいいわけでありますが、

償還払いということですので、一旦200万円

を払って、後で残りの９割を町から本人が給

付を受けるという形でしょうか。 

○東海林委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 住宅改修の場合は、事前に

審査が必要だということで先ほど申し上げさ

せていただいたところでございます。ただ、

200万円というのはちょっと大きくて、限度

額が20万円しかございませんので、200万円

をした場合でも20万円の分しか上限は対象な

らないということでご理解いただきたいと思

っております。 

   住宅改修については償還払いでなくて事前

審査と、福祉用具等を購入した場合は領収書

を添付していただいて償還払いという形にな

るかと思います。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 福祉用具を買うときはもちろん償還

払いなんですが、住宅改修でも償還払いじゃ

ないの、別な払い方なの。私は償還払いだと

捉えていたんですが、償還払いじゃないんで

すか。 

○東海林委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 申請して決定していただい

て、完成を見て支払いという形になろうかと

思っております。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 その償還払いのことが一番私は問題

だと思っています。要するに福祉用具を買う

にしても住宅を買うにしても、例えば200万

円のやつで１割負担の20万円だとしても、先

に200万円用意しなきゃなんないわけですね。

器具を買うにしてもそうです。買って領収書

を持っていくと９割が町から本人に振り込ま

れると、これが償還払い。そうでしょう、そ

ういうやり方でしょう。 

   今そういうやり方をやっているというとこ

ろで、それ以上のことを課長はお答えできな

いでしょうから、町長、副町長にお尋ねしま

すけれども、よろしいですか。聞いててくだ

さいよ。 

   介護保険支給の方法の選定について、ほか

のところのやり方です。 

   介護保険住宅改修については、原則的には

利用者が全額を事業者に支払った後に申請を

いただき、保険給付分を利用者に給付する償

還払いとなっています。ここは住宅も器具購

入も同じであります。ところが、ここから、

ここはうちと同じです。 

   しかしと、ここにあります、償還払いだと

一旦全額を負担し、その後、何割かが給付さ

れる、１割負担の人については９割ですが、
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給付されることになるため、一旦全額を立て

替えることが経済的な負担になるのであれば、

受領委任払制度を利用することもできます。

これがほかの町、これは東根市の資料を持っ

ているんですが。 

   西郡内で、償還払い、一旦全額を本人が払

って、後で給付分を受ける、全額を最初用意

しなきゃなんないというやり方は河北町だけ

です。寒河江市もほかの町も全部、受領委任

というやり方で、本人は１割だけあれば大丈

夫なんです。これは１割負担の方も２割負担、

３割負担もいますが、自分が負担する分さえ

用意すればそのことができるんです。我が町

は全額最初に持ってなければこれが受けられ

ないんです。町長、その違いについてどのよ

うに思われますか。河北町は全額持ってなき

ゃならない、最初に払わなきゃ受けられない。

だけれども、他の市町のところは１割なら１

割さえ用意できれば、できる、このことが。

どうでしょう。償還払いしかうちはやってな

いと聞いていますが、そうでない制度でやっ

ているところが河北町を取り巻く周りにもあ

るんですよ。どのように感じますか。 

○東海林委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後３時３９分 

     再 開  午後３時４４分 

○東海林委員長 休憩を解いて再開します。 

   「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 住宅改修費につきましても

町としては償還払いをさせていただいている

という状況でございます。佐藤委員が言うと

おり、そのとおりになっておりますが、ただ

限度額なんでけれども、改修費の限度額は

200万円でなくて20万円しかないので、その

１割となりますと最高でも２万円という形に

なっているところでございます。 

   近隣市町でやっているところも確かにある

ようでございます。委任払いとなりますとそ

の１割を除いた分を業者に払いまして、１割

については受領委任というんでしょうか、業

者に払う、そんなやり方になるのかなと思っ

ております。そこら辺につきましては今後研

究させていただきたいと思っております。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 その200万円の問題とか20万円の問

題じゃなくて、償還払いなのか受領委任払制

度なのかと、そこが問題なんです。要するに、

本人は１割さえ負担すればそのサービスを受

けられるのか、全額を用意しない限りそのサ

ービスを受けられないのかというところの問

題で私は質疑して、町は償還払いしかやって

いない。西郡内でたしか河北町だけなんです、

償還払いしかできないのは。寒河江市を含め

他のところは全部受領委任払制度ができる。 

   これは、私は東根市のを持っているんです

が、東根市ももちろんできるんです。全部資

料あります。このように書いています。 

   「受領委任払いであれば、利用者は購入費

用の１割のみを事業者に支払い、残りの９割

は市が事業者へ介護保険福祉用具購入給付費

として支払うことになります」となっていま

す。だから、本人は１割さえ準備できればこ

のサービスを受けられる。 

   我が町だけは全額用意しないと受けられな

いというところなんです。町長、今聞いてて

どのように思われますか。担当者には、分か

っている、あれしかない、町は償還払いしか

ないのは分かっているんです。だから私は聞

いているんです。ほかの町で取り入れている

こういうものを取り入れて、なるべくサービ

スをみんなが受けられるようにしたらいいん

じゃないかという観点から、受領委任払いを

取り入れたらどうかということを申し上げて

いるんですが、町長、どう思われますか。 

○東海林委員長 「森谷町長」 

○森谷町長 事務的検討を待って判断したいと思
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います。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 町長の提案理由を読みますとこのよ

うに書いてあります。「誰でもがいつでもど

こでも必要とするサービスが利用できる地域

づくりを目指す」と、このように書いてあり

ます。「介護予防や給付費の適正化に力を入

れてまいりたい」と、このようにも書いてあ

ります。「誰でもが」です。お金があまりな

い人でさえもこういうサービスを受けられる、

そういう社会を目指すわけでしょう。ぜひ他

の市町で取り入れている受領委任払制度とい

うのを早期に取り入れて、誰でもが少ないお

金でこういうサービスを受けられるように進

めていただきたいと思います。 

   最後に、担当課からのあれが来ないとちょ

っとあれだと、担当課の課長の気持ちをお伺

いしたいと思います。 

○東海林委員長 「堀米健康福祉課長」 

○堀米健康福祉課長 今回、第８期の介護保険事

業計画を策定させていただきました。安定的

な介護保険サービスを提供するためには少し

皆様方にご負担をかけることにはなるかと思

います。そういったことを踏まえまして、改

善するべきところはきちっと、町民が使いや

すいような制度に変えていきたいと考えてお

ります。今後ともよろしくお願いいたします。 

○東海林委員長 「12番佐藤修二委員」 

○佐藤委員 どうぞよろしく、誰にでも優しい町

を目指して頑張っていただきたいと思います。 

   終わります。 

○東海林委員長 以上で、12番佐藤修二委員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の委員の

起立を求めます。 

   （起立多数） 

   賛成多数であります。 

   よって、議第16号令和３年度河北町介護保

険特別会計予算については原案のとおり決定

いたしました。 

   ここで委員長からお諮りします。 

   本日はこれをもって延会としたいと思いま

す。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○東海林委員長 異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれにて延会とします。 

   明日、明後日、３月13、14日は、土曜、日

曜のため休会となります。３月15日は午前９

時までご参集願います。 

   お疲れさまでした。 

午後３時５０分  延 会 
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